
西夏語韻図

『五音切韻」の研究(中)

西 田 龍 雄

第五章西夏語韻図 F五音切韻J

第四節 韻図「衆漂海入門jの分析

本稿〈上〉において，筆者は西夏語韻書の成立とその系統を論じ，その中で

韻図の体裁をとる唯一の資料『五音切韻Jを対象として，まずその前半のむし

ろ付鑓的な部分と言える韻表「九音顕円j について考察した O いまそれにつづ

いて『五音切韻』の主要部分をなす韻図「衆漂海入丹j の検討に移りたい O

この韻函の特徴は，各韻類ごとにー韻図を作成し，当該韻類に属する韻母の

性格と音節の種類を図示したと乙ろにある G 漢語に関して伝わる『韻鏡』や

『七音略』などの総合的な韻図とは，その点で性格を異にする O

乙の酉夏語の韻函は，たとえば平声 1韻と上声 1韻のように平声韻と上声韻

が一対をなす場合に，両者に一図をあてるほか，平声 6韻や上声20韻のように，

平声韻もしくは上声韻のみが単独の韻類をなす場合にも，同じようにそれぞれ

一つの図を与えている O 各々の韻図がどの韻類にあたるのかは，各韻図の中央

下に大きく書かれた各韻類式表字によって間違いなく判定できる O そして，平

声韻と上声韻の代表字は，たとえば平声 1韻 muと上声 1韻 muのように，同

じ音節の文字が原其IJとして選ばれている O

さて，各韻図は，左右六輔，上下九棟に仕切られ，右頁iこは左端の一行を除

いた五行，左頁には右端の一行を除いた五行が使われ，右かち，重春音・軽雲

音 (p-f-)，舌頭音・舌上音 (t-寺一)，牙音 (k-)，歯頭青・正茜音 (ts-t義一)， 

喉音〈フー)の五音の系列が割り当てちれている C 上下の横は，韻母の性格，関

口韻・合口韻などの性格の相違に応じて捷い分けるれているから，当該文字が

どの段に記入されているかによって，その韻母の性格を知るととができる O し
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当該韻類がいく種類の韻類の葎類ごとに桓達し，たがって捷用する段の数は，

ただ，軽

震音が主に二段自に置かれるのは，同じーっの行を重唇音と軽署音で使うこと

と，軽唇音が合口韻に準じて扱われているためであろう G

韻母を含んでいるかはその設の数によって，大体知ることができるの

二段巨以降立

六段目と七段目の文字はさるに小さい形になって

一段自の文字ほ大きい形で書かれ，いずれの韻図も例外なく，

それに比べてずっと小さく，

いる O

当該韻類に無声無気音，伝統的(まれに五段目)までは，一段目から西段目

な漢語の音韻学の用語で言えば全清音にはじまる音節がある場合にのみそれが

したがって，無声出気音と有声音にはじまる文字は，一段目

これもこの韻図の大きい特徴と言える O

登録されている C

そしから五段目には全く出て来ない。

その枠に丸印が置かれている Oて該当する形式がない場合には，

流患音にはじまる音節にあ韻国の五段呂と六段Eは中央の行のみが夜われ，

一枠の中に二字乃

至五字(西夏字と丸印を含めて)記入されることがある Q

いま韻図の枠が代表する概略の性格をつぎに示しておきたい O

これも利用される空間は，韻類によって異なり，てられる G
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乙の韻留の分析には，西夏語iこ幾種類の音節があったのかの研究が前提とな

るc それには別の資料かる再構成できる酉夏語の音韻体系と音節構造を知る必

要がある O それらの事実を考慮することなくこの韻図のみを対象とするならば，

その研究は，極めて面剖な仕事になることは疑いがない O また，すでに再講成

した形態とこの韻図に登諒された音節構造との対比ほ，酉夏語の研究にとって

欠かすことの出来ない手続である O

筆者は別に酉夏語韻書『文海』および『文海宝韻Jl 11文海雑類』を根拠とし

て， 12世紀中頃の酉夏語の音韻構造を，酉夏人の書き残した反切という確実な

根拠かちその枠組を再構成し，主に漢字による表音とチベット文字による表記

によって，その枠組を音素形式に改めた G ここではその体系を用いている O

平声韻の再講成は『文海Jの反坊をよちどころにできるが，上声韻はさきに

書いたように『文海宝韻』がすでに散侠しているため，その反切を直接に知る

ととはできない O しかし，各上声韻に所属する文字を， Nevskyが r文海宝韻』

かち書き写した資料をもとに配列した書物が， KbIQaHOB などによって刊行され

ていて，筆者のこの研究では，そこに示された上声韻字を No6~3 の『五音切

韻Jに記録された上声韻字と照合し校訂して使っている O それらの上声韻字に

は，一々反切がついていないけれども，別に提案したように， I日坂 f同音』の

ノト類を基準にすれば，ほとんどの場合，上声韻の反切に養って，平声韻の反切

を活用することが可能になる O 以下にあげる上声韻の小類は，その方法を基に

枠組を定めたものである。

本稿では， r文海』の反切をしばしば利用するため， まず反切について， 一

応説明しておきたい O たとえば平声11韻に，

1・託 7utt 
A B C 

の例がある o BCが文字 A につけられた反切である o A は反切婦字， Bは反

切上字， c は反切下字とよばれる O この三者は簡単に言うとつぎの関係にな

るO

(1) E.H.瓦bI1.JaHOB，K. B. Kemmr:抗openHCbMeH，φaKCHMHJIeτaHryTcKHx KCHJIOrpa中OB，
可aCTb2， MocKBa 1969. 

(2) 窪田龍誰 fE.H.クチャーノフ等著 F文語ータングート語刊本の複製J書評Jr東洋学報Jl52 
巻 2号， 1969. 
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B k-lufi (平 3) C ?-ifi (平11)

↓↓  

A k-ifi (平11)

反切と字 Bの初頭音(声母)kーと反切下字 Cの母昔など(韻母)を合わせ

ると，反切帰字 Aの形式ができ上る O このような関係が反切の大原則である C

したがって，各韻類の内部で，反切下字を帰結すると， その韻類iこ含まれる

韻母の数が判明する O しかしそれだけで法韻母の性諮はわからない G 反切下宇

の帰納によって弁別できる韻母の性格，たとえば関口韻や合口韻の違いは，他

の表音資料から，おおよそ推定できるけれども，韻図におけるそれらの文字の

配置と照合することによってまじめて対立する韻母の性格を確認できるので

ある O 韻図はそのような重要な役割を果している。

反切上字についても同じような作業が必要である O 実はこの方がずっと面倒

なのである O 反切上字は鵠々の韻類を越えて全捧にわたって帰納しなければな

らないからである O 反切上字の選び方には，厳格な制約ではないけれども，大

きい領向誌認められる O たとえば， さきにあげた例と同じく平声 11韻に kー

を代表するもう一つの小韻がある o (ここでは f文海Jの各韻類の内部の小グ

ノレーフ。を小韻と呼び~同音J の各音類の中のノトグルーフ。を小類と呼び、たいの〉

その反切は，

2. 平声11韻 Z蔽 3後Z立
A B C 

B k-wi (平30) C s-曹 ifi(平11)

A k-wifi (平11)

のようになって，その反切婦字Aが合口韻で£るためι，上語 1の関口韻の場

合とちがって，反切上字 B~L合口韻の文字が選 iまれている O これ誌反切のゆる

い原則の一つである O

酉夏語の反切には，いま一つのゆるい原則があった O それは 3の例に見られ

るように，反切帰字Aが緊喉母音をもっ場合，反切上字Bにもやlまり緊喉母音

の文字が使われる原則である O

3. 平声66韻 一保
c

必
B

一孫
A
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B R¥1 (平総 C 市(平鉛)

↓↓  

A k-!語〈平66)

2と3の原則ほ，全体を通じて，必ずしも叢格に適用されてiまいないが，反

切上字の選び方の大きい領向としてとらえるべきであろう O

反切上字の系聯については，本論稿の最後で総括したいが， ここでー椀とし

て，牙音 kーの反切上字をるげておきたい O

1. え=九-j寵ー喜多

6. 

7. 

8. 

9. 

官は，合口韻0)反切上字として使わ

れる G

5 ~ま，緊喉母吾を含む音第の反切上

字として使われる。

7立=獄、一局 -226は，緊喉母音を含む音節の

勃 ヘr ヘム 反切上字として使われる 0

~，. ]It 芭 A

て焔: --. ~-t' 7 ~ま ， -ir 平92) と-ir2(平79) の特別な韻類に限って
ええnL←~ rx.ス

u '̂"'"、 夜われる O

5砂-4J弘 8は，平声14韻 -lfi，平声 7韻 -Iufi の限られた韻類丹三} ←- it刀
のみに使われている。

絡む一括P9比隈られた韻類〈平声21と平問時われ，右鶴

の文字(平声 1韻〉の反切上字が欠けているため， f也

のグノレーブとの系聯の有無は不明である G

同じーっの単位 kーをあらわすのに舟故このような多数の文字が袋われたの

であろうか。その使い分けをはっきりと条件づけることは不可能であるように

忠われる O ただ任意に簡便な表音方法を採用した結果， このような多数の反切
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上字を作り出すことになったので三うろう O

以下 No.620の『五音切韻iを中心に，別のテキストとの異毘を示しながら，

一々の韻図について検討していきたい C しかし， ここでは「衆漂海入門」の校

訂本の作成を意密してはいない O

1. 韻図 1 平声 1韻・上声 1韻

『五吉切韻.]No. 620 (8b) の平声 1韻と上声 l韻の韻図は， ~ 1からわかる

~~ 橋治 メ良 該
o O O zz 。

O 3金 O G 。

湯O~誇a 

G 

o 

存も

必雪

圏 1 平声1韻・上声1韻 No.620
二段自の文字は『同音JIr文海JIr文
海雑類』には登録されていない。

めた c

ように，第一段に西夏文字が 5字，第二

設に 1字，第三段に 1字，第五段に 3字

がそれぞれ記入されている O

No.621 (6a) における文字の配置は，

No.620と全く一致するが， No.623 (4b) 

の F五音切韻』は，五段目が違っていて，

一枠の中に，上下左右に西字が書き込ま

れている o つまり流麗音類の扱い方がテ

キスト問で栢達していて，左に示したよ

うに， No.623は上声 1韻の字が下列θ

左側に加えちれているのである O

この韻密 1は，どのような西夏語の形

式を記録し，そして No.620=621 と

No.623の相違は如何なる事実を反映し

ているのであろうか。筆者は平声 1韻・

上声 1韻の韻母として -u と -U2 を認

o 
o 

まず， u文海Jの反切をもとに，酉夏語の平声 1韻と上

声 1韻の韻母の弁別と実際にあった音節形式の撞類につい

て謂べてみたい O

No.623流愚音類

(3) 筆者のこれまでの再構成形式については，本稿(上〉の注， (1)， (4)， (5) 1<:あげた拙著を見ち
れたい。
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再構成
形式

上声誤!j¥ r同音』
韻代表字所属小類

再構成
形式

『時音J
所属小類

p-u 重唇 35

ph-u 重唇 34生
委託3

ph-u 重層 34

m-u 重唇 30立}-u重唇 29

t-u 舌頭 62

th-u 

th-u) 

kh-u 7 牙kh-u 7 牙

kh-u g 牙-

Ijg-u 牙 28蒸
気

司g-u牙 28

ts-u 1者頭 39ts-u 歯頭 39

tsh-u 歯頭独

s-u 歯頭 20;駄
5良

tsh-u 

s-u 

手-u喉 82手-u鞍 83

l-u 流愚 40

き-u流底163

th-uz 舌頭独

nd-u2 舌頭 80

急
処
mm
絡

x-u 喉 55

l-u 流思 41

制
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蒋
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免
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一
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鼠
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平
韻

1. 1 

2 

3 

4 

~乃
乏日え

c1'U 

ー+チ
Jlえ

th-u 

th-u 

k-u 

n-u 

舌頭 31

舌頭146

舌頭 45

芳独

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

z-u 流嵐16319 

。W-U21 牙

tSh-U2 

s-uz 

IjW-Uz 牙独

歯頭132

指頭124

縮
説
明
粂

n-u2 舌頭独

tSh-U2 

S-U2 

歯 頭独

歯 頭 独

長
良
邑
計
3

降
雪
庇

石
川
ヲ
註
μ
《
戸
ム

H
7
a
“

本
治
以
椛
日
夜

紘
一
服
魚
種
鳩

20 

21 

22 

23 

l-u2 涜嵐独24 

き-U2流風152.tl 
全誌で上に掲げた『文海Jの皮切から帰納すると，平声 1韻の反切下字は，

二類にはっきりと分かれ，互いに系聯しない O
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反窃下字 I 淑-Mふー該一存ニ従 -u 

信/ノ¥后，，75....
λ2艮 えiえ可一句存

E 鼠→締=jl忌 -U2

ここでは反切 I類に属する韻母を -u とし， n類の韻母を -U2で表記したが，

再者の聞にどのような対立があったのかF 今の段階では結論を出せない O 乙れ

は主に比較言語学的に検討すべき問題である o -U2をもっ音節は限定されてい

て，平声 nU2IJwU2 tshu2 SU2 lU2上声 thU2ndu2 IJwU2 tshu2 SU2孟旬以外にiまな

いG とくに平声韻法いずれも独字〈その音節をもっ文字詰一字に隈られる意)である O

西夏語 -U2tこ対!之、するチベット・ピノレマ系言語の対応、形を二・三あげておく O

ど‘Jレマ文語 チベット文語

ネ nuz 〈平〉く軟かい〉 nu2-

号忌 tShU2 (平)く(家畜が〉肥える〉 chu- lsho-ba 

告を SU2 (上)<f象〉 gzugs 

;1品 lu2 (平)くまざる〉 hrak- srug-ta 

J~百 ザロ2 (上)<筆〉 hmyac く寄〉 smyug. gu 

西夏語 -U2の来源、は，この対応関努かち考察すると，もともと -uCC閉鎖吾〉

形式であったごとく見えるけれども，乙の例のみからはなお断言はなし難い O

さて， u五音切韻』韻図 1に歪録された西夏文字を筆者の再構成形式に置き

換えて示すと，つぎのようになる G

No. 620=No. 621 No. 623 

M

O
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mu (平声 1韻代表字)

mu (上声 1誌代表字
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この F五音切韻』の韻図が，流風音類以外ほ，無声無気音の音節のみを登録

したものであることほ明らかになった O そして流風音類にはもともとつぎのセ

ットがあったが，まU2 ~乙 iま平声韻が欠けていたため， No.620と No.621はそ

り形式を記入しなかった o No. 620， 621 と持o.623の異毘は，そこから出来

たものと考えられる O

流愚音のセット誌は，具体的につぎの単語の対立がある C

者長 lu (平〉反切下字 I くかくす〉 弘 主u 伊)反肝字 I く訪日〉

会扉 lU2 (平〉反切下字豆 くまざる〉 通 ZU2 (上)反切下字E くかくれる〉

なお縛 1u2(平 1)くまざる〉にはその他動詞形式蒋11，12(平58)くまぜる〉が

あり，母音の緊喚と非緊喉の特徴で対立する。

f文海雑類』には，平芦 1韻・上声 1韻に罵するつぎの文字が登録されてい

てア

1';) 0 

1 7  

存!; hlu2 (上 1) く寂〉 系ミl ZU2 (上 1) くかくれる〉

存 lu (平 1)ゆくす，貯える，所蔵する〉

-io晶ー -ーら
最 後の単語く貯える，所蔵すがは，また純 ?W1，1 (上51)く庫)，経由主

(平 3) <蔵に収める〉と関係する G

平声 1韻・上声 1韻の韻母と，声母の連続関係を表示しておきたい O

品守|重
軽震 頭舌 上舌 牙

歯 正
B侯 流風

唇 頭 歯

-u t-th- k-kh- ts-tsh- 手-x- l一堂一

ロ1ー n- ng- s-

-U2 th-nd-n- IJW
- tsh-s 一 iーさー

西夏語の平声 1韻・上声 1韻は，軽唇音，舌上音，正最音の声母とは，連続

しなかったことがわかる G なおザー[lJ~-J については， p.78参照。

2. 韻函 2 平声 2韻・上声 2韻

F五声切韻j]No. 620 (9a)の平声 2韻と上声 2韻の韻図には，図 2が示すよ

うに，第一段自に西夏文字が 3字，二段自に 1字，三段自に 1字，五度目に 2

-9-



必;。G l蒸支花
E全 。O O O 

C 。O O 

O OT E五

O 

4警巳

m 
J意

図2 平声2部・上声2韻 No.620

字，六段自に 1字がそれぞれ記入されている O

二段目以下の文字は小さく書かれているが，

三段言の文字は F同音JI lr文海Jいずれにも

登録されていない。後代に作品れたものと考

えられるが，あるいは別の文字の誤写である

かも知れない O

No.623 (5a) は No.620 と全く一致する o

No.621 (6b)の『五音切韻Jでは，六段目の

文字はなく，そこには丸印が置。
。 かれており，また平声 2韻の代

表字として，冠の異る別の文

字が使われていて，上に据:デ

?こ No.620・No.623 と相違す

京
一
議
No.621 るO

筆者は平声 2韻・上声 2韻の韻母として -lUを再構成する O

『文海iの反切から西夏語の平声 2韻と上声 2韻の韻母の弁別と音節形式の

藷類をあげてみたい O

平加代声吉表川字、 F反文切海i 所『属罰小音J類 再形式構成 上部代声韻表小字 所『属同小音J類 形再式樺成

2. 1 J~t 欠 重唇 42 mb-Iu(?) 

2 海じ え援.fjt重唇 41 mb-lu 5と重唇 41 mb-iu 

3 茎 ?強羽仁流思山 nZ-lu 鋳 流嵐115 nZ-lu 

4 蛍atfE， 廷目前 軽 唇独 f-iu 

5 受需 浪者 軽唇 6 W-lU 7花軽震 5 W-lU 

6 喜島 安qlL正歯 27 tき-lU

7 ，In仁 脱者 正富 73 tきh-iu

8 三丞 1Anln 正歯 25 S2-1U 三民 正歯 24 S2-1u 

9 者f 翁~í\l 正歯 25 S-lU 1-ij- 正歯 25 き-iu

10 受取 1需iti2 2侯 56 手-1U :阪 自侯 8 手-iu

11 4皮 需t*喉乃
戸 -lu

12 袋i 7溺niE歯 52 き-lu j局 正歯 52 S-lu 

一時一



13 ~ 

u 務
子反委主主民独 手y-lu

有者楓独トIu 受賞流麗 58 トIu

女 流 愚 ? 凶

さて，この平声 2韻の反切下字は三類に分かれて互いに系聯しない O その分

かれ方は u文海」の平声 2韻の小韻の記子IjJ[買位が三田繰返されるのと相応じ

ている O 反切下字の系聯関孫はつぎのように整理できる G

反切下字 I 渇t---+ ~t -1U 

II nln (諒)--+ ~lt (彼jニ者

E 遜ご鋭、 -lu 

この藍類の反切下字の使用は，小韻 12)と向に限られていて， 12) は委怠

sY-Iu [c叫， 13)は 留 守-Iu[?yIu]く歯〉をそれぞれ表記しようとしたものと

考えられる O

説者の反切上字年授は，く改易〉のく易〉にあたる漢語からの措用語 ?yifi(上

10)を表記したもρで， r論語Jの酉夏語訳などで使われている O その派生字

惑はく蛇が皮を脱ぐように変っていくこと〉を指した。反切下字E類は，声

母の口蓋化の性格を先取りして，反切 E類と弁別したのであろう。 12) の声母

の実擦の音伍は， 8) および、 9) と対立する[記であったと推定できる G

また反切下字 I類と E類は，声母との分配が補い合っていて，再者の韻母の

形の上に弁別があったとは考え難い O 平声 2韻の声母と韻母の分配関係、を示し

てみよう G

ぷ?lz 軽
唇

舌
頭

舌
上 牙

国主
頭

正
歯

2長 流
嵐

長切 1 I mb- 長室一

長切豆 f-， w- iき-tきh- 手-

き-sr 手W ー

きー 手y-
[q] 

ま-

反切E

(4) 西田義雄「茜夏語訳論語についてJr吉川先生退体記念論文集Jl1968.3.参照。
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平声 2韻・上声 2韻をもっ音節には，舌上音，吉頭音，牙音，歯頭音ではじ

まる形式は全くなかった。

上に示した f文海Jのノト韻 8と9は， I日坂「同音Jで泣同じくノj¥類25に入る

が，声母の性格が相違していたと考えられて，それをきーと弘ーで表記分けし

たO 新版 F同音』では， /J¥類 8を独字の工芸に入れて，小委員 9と弁別しており，u文

海Jの組織と合致する。小類 9にあたる上声韻等乙sIuは，漢語樹を表記する

のに捷われる O この文字の偏は単独でく樹〉を意味する C

f五音切韻』韻図 2に登録された西夏文字を，筆者の再構成形式に置き換え

て示すと，つぎのようになる o (wlu~ま， [MIUJであったく?入 cf. p. 27注 (5))

No. 620-No. 623 

;下lu 0 0 tSlu wlu 

勺TIu 0 0 0 0 

o 0 0 0 ? 
o lIu 

o ziu (上 2)

C 
Iliiu 

siu 平声2韻代表宰〉

きlu(上声2韻代表字)

No. 621 

?lu 0 

勺Tiu 0 

o 0 

o tSiu wiu 

0 00  
o 0 ? 

o llu 
o zlu (上 2)

O 

O 

きiufi(平声 7韻代表字)

きiu 上声2龍代表字)

この韻国も，流風音以外は無声無気音にはじまる音箭のみを登録したもので

あり， No. 621は流嵐音の註zIuをはぷいた形をとっている O その平声韻代表

字詰，平声 7 韻に罵する文字である。~と需は共にく涼しい〉を意味する

ことで関連iまするが，おそ与く No.621U五音切韻Jが書写された頃には，酉

夏語ではさIun(平 7)と訂u (平 2) がほとんど弁別できない程度に近くなって

いた事実を背景として， この混同が起っているのであろう O

3. 韻国 3 平声 3韻・上声 3韻

No.620韻図 3(9b)は，平声 3韻と上声 3韻を含む音節形式を登録したもの

で，第一段目に 4字，第二段目に 1字，そして五段呂の中央一枠の中に左右 2

字を配置している o f色の韻匿と同じように，二段目以下は小さい形で書かれて

いる o No. 623 (5b) は，三段自に丸印四つが付けられているところが No.620 

と相違するのみで，西夏文字の配列そのものには変りはない O そして No.621 

- 12-



線ム 託|燦 10

o 10 

国3 平声3韻・上声3韻 No.620

平声韻小
韻代表字

託
羽
以
説
茂
縮
技
読
み
伐
九
級
協
絡
議
議

(7a) は，五段目の流愚音類の枠内で左側の

文字の位置に平声28韻に属する文字を書

き入れている点が No.620・No.623 と異

るO

ヰ議室i
o 0 

この左側C文字は平声28

韻 tsh後であち，たぶん字

形を書き誤ったものと思わ

れる。

筆者辻平声 3韻・上声 3韻の韻母として

関口韻 -Iufi と合口韻 -wrufiを 再構 成す

長

k

p
泊

、

1

8

P

B

a

a

l

品

h

d

h

a

d

品

v
m
h

込

山

U

£

h

a

-

U

V

J

・A

》

江

一

一

v
k

一

寸

unu

一

u

，

凶

ふ

山

的

付

出

n
r
d
d
L
V

凶

砲

hv

幼

吋

8

虫

8

2

0

8

1

1

5

虫

渇

9

4

4

4

 

宅

i

τ

i

n

v

句

i

・8
生

宅

i

唇

唇

唇

頭

頭

頭

頭

頭

m
n
A
4
頭

頭

頭

重

重

重

舌

舌

舌

舌

舌

牙

牙

牙

歯

歯

歯

後
一
紘
一
説
託
設
該
え
耗
餓
森
義
経
鋲
後

『
海
薮
綴
残
路
液
晶
悌
徹
託
務
総
引
制
緩
豹

No. 621 五段巨

るO

まず『文海』に登録される平声 3韻の各

小韻の反切とそれに相忘する上声 3韻の形

式をあげてみよう O

- 13-

哀
絞
殺
憲
侃
A
m
縁

重唇106

重唇 47

重層 69

重唇 19

舌頭 72

舌頭 39

舌頭 7 

長井牙 44

斉花 歯頭 36

『文海Jl r同音』 再講成 上声韻小 F毘音J 再講成
反切 所属小類 形式 韻代表字所属小類 形式

P-IU長

ph-luh 

m-luIl 

mb-luh 

t-lUh 

th-lUh 

n-luh 

司g-luh

S-lUh 



15 2f色 -ゑ;w.え4予:::z:::2江主喉 5 ?-lufi 

16 2議 255え咲 98 x-lun 

17 立J式話公¥、 夜成喉 5 手y-Iun

18 5妥 後援嗣175 1-lun 

19 議 !駁純舌頭122 nd-wIun 

20 鱗 義論歯頭127 ts-wiun 

21 -inえ Ilñ~取花歯頭104 tsh-Wlun 

22 3後 程受~t 流昆 53 1-wlun 

a
 

u
 

F
h
u
 

持世

1iJ流嵐山 トlun

該仁 舌頭153 thぺun
ふ二z..

;行乙 舌頭122 nd-wlun 

22た流嵐 54 l-wIun 

なおこのほかに『賭醐~ ~C ， 治ndzIun (と 3)く主)， 1~E ndzIun (平 3)

く捨てる)， 縁 hlIuh伴 3)く乳〉などが登録されている G

平声 3韻の反切下字の大きい特設は，関口韻と合口韻の二つの系列が明擦に

弁別されていることである G

反切下字 1 r級一議;→後-12一九寸 開臼韻 -lun

豆 諸抗議)ー続報)ご批L諒) 合口組一曹lun

声母とこの二系列の韻母の連続関係を表示すると，つぎのようになる O

J玉川RIp喜ph 
軽f吾 舌豆長 上舌 牙

歯 正
2侯 流

頭 函- 嵐

t-th- k-kh- ts-tsh- 手-x-

m-mb- nd--n- I)g- s-ndz- 手y- hl-

_Wlu五 th- ts-

nd- tsh-

この表から，平声 3韻・上声 3韻の韻母は，関口韻・合口韻共に，軽唇音・

舌上音 .lE歯音とは全く連続することはなかった上に，合口韻が連続するのは，

舌頭音・醤頭者・流風音に限られていたことがわかる G

舌頭音 nーと連続する n司音~の小類は，その分属が!日坂と新坂でかなり違

っている例である O 以下に述べる多くの場合と同じく，新坂の分罵が『文海J

C組織と一致するのである O
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IB版 F同音J 掛け字)銭玲護主 98類 (4字〉庇肱if;と
詳i鱗 ( 5字〉 j会庇枕尾自主

(独字) (独字) 103類

上 6韻平7韻 平 3韻(5字〉

新版『同音J

「文海J
再構成形 nlu良 nlun p

h
u
 u

 

v
'
i
 n

 

新坂 F同音Jでiま， I日版『同音』の 8類 (3字)を分解し，はじめの一字をi日

坂の98類の 4字と一緒にして新 103類に入れ，残りの 2字をそれぞれ独字とし

たO この事実は，筆者の再構成形によると簡単に説明できる。つまち 18版『同

音Jでは 凶ufi(平 3)と nlufi(平 7"'"上6)を混合していたのを，新坂では

『文海』の体系にしたがって改め，三つに分属させたのである G

また『文海』の小韻 7 (所属字一字〉と 8 (所属字3字〉は共に!日坂『同音』で

は同じ小類〈舌頭音141)に入るが，新坂では小韻 7の字が独字で，残りの 3字

は新 147類に罵する O この点も新版 F同音.]，ま，また F文海』の組織と合致し

ている C

i日坂「同音j 141類多民

新張問音j ~主

設給

食参政

'}本

Jl本
独字 147類

『文制の反切では，既 i駁流， 花 '1該枝、のように同じ文

字が反切上字 (nd-)に使われ，反切下字もまた上述のように系聯するかち，

両者はまったく詩形式の筈である O ところが f文海』において，何故かこの二

つは弁別されているのである O 弁別する必要がある場合，それを ndlufi(a) (小

韻 8) と ndlu色合)(小韻 7)で表記しておく G

筆者はこの両者は声調の棺違を反映していて，前者は平声であり，後者は平

去声であったのではないかと考えている (cf.p. 87， p. 99-， p・100補注〉

上声 3韻に属する詰じく会見する〉の声母は不明であるが， ndwiufiはほか

にあり，またもし無声無気音 tWiunであったならば，この韻図の二段自に記入

されているに違いがないため，との文字には th曹 iufiを推定する O

平声 3韻・上声 3韻の韻留の西夏字を，筆者の再講成形に置き換えて示すと，

つぎのようになる O
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No. 620 

事lun tSlun 

O ts曹 lun

klun t1un O 

C O O 
lWlun Hun 

O 

slu良(平声3昔i内表字〉

slun (上声3韻代表字〉

おo.621 

巧un

O 

tSlun klun 

tswlun O 
tきhu Hu色

o 0 
slun (平〉

slun (上〉

t1un O 
O 

この韻図もやはり無声無気音を初頭iこもっ音節形式のみを登録したものであ

るG 流感音はここでも別に扱っているが， r文海雑類Jにある hliu主は，上声

韻のみにある pIunく撚える〉と共にこの韻図の上に記入すべきであろう O

4. 韻図 4 平声 4韻・上声 4韻

No. 620 (10a) の平声 4韻と上声 4韻の韻図には，一段自の牙音と喉音の枠

寄 O 妥長 O O 

O 
O 

議会

者仁

~ 
関 4 平声4韻・上声4韻 No.620

|考 0 < ) 0綾|
No.621 ー設百

に西夏字が 2字書き込まれているのみで，

そのほかは丸印が一段目に 3っと六段自に

2つ置かれている 9

No. 623 (7a) ~まこの形と一致するが，

No. 621げる)では一段百の文字の位置が

違っていて， No. 620の三行自の字と一行

目の丸印が入れ替っている O 乙の文字は芳

音類に罵するかち， No. 620の記置の方が

正しいと思われる (cf.p. 28) 0 

筆者は平声 4韻・ーと声 4韻の韻母として，

-unを再構成する O

さて『文海iの平声 4韻に属する各小韻

の反切を整理し，その各小韻に相応すると

考えちれる上声韻代表字をあげると，つぎ

のようになる G
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平蔭声代韻表小字 F文反海切i 所F罵同小音-類j 形再式講成 上韻代声表韻小字 所F屠同小音』類 形再式講成

4. 1 給 議委 重 唇 独 m-ufi 彩t重唇独 m-ufi 

2 綴 I}Miñ~ 苦頭 5 nd-u良 脅:1 舌頭 5 nd-ufi 

3 .久4入 t高;民牙 83 k-ufi 誘t牙83 -k-ufi 

4 f詩文 J円('A=t支え皆 牙185 kh-ufi 

受花牙独 IJ-ufi 

5 気仁 抗争ト 喉26 事-ufi 引るH丞- 喉26 事--'ufi

G 挙 lnt全 験 22 x-u直

7 J1iた 祝?夜喉 1 手y-ufi Jint喉1 ?y-ufi 

ラ

mu阜の上声韻字が， IT'五音切韻~ No. 623に登録されている O そのほか f文

海雑類~ ~こ散 kun (平)くゆるむ> (他動詞線、 kl，1 (平58) くゆるめる〉と対立

する)， 1彦hlun(平〉く増す〉がある。

上記の反切下字は互いに系聯するため，平声 4韻の韻母の形が一つであった

ことを確認できる C

反切下字「委(委)一線(縫)ー毅一挙3 -ufi 

平声 4韻・上声 4韻と声母の連続関係をみると， この韻母は，重春，舌頭，

牙lJ侯の各音および流嵐音以外とは結び付かなかったことがわかる G

調書 軽
唇

舌
頭

舌
上

牙
歯正
頭歯

自民 流
底

平声 m- nd- k-kh- ?-X-?y- hl-

上声 m- nd- k一司一 手一手y-

この連続関係は，かなりすき聞の多い形態を示していて，興味がある。

韻図 4は，この中，無声無気音の音

節のみを登録したものであることがわ
No. 620 

p
h
u
 u

 

争 o kufi 

O 

O 
mufi (平声4韻代表字)

mufi (上声4韻代表字)

o O かり，筆者の再講成形式によってその

形式を書き改めると，左のようになる O

(u文海雑類』にある hlufi音節は記

録されていない)

ヴ
4



5. 韻図 5 平声 5韻・上声 5韻

韻国 5は，平声 5韻と上声 5韻の特定の音節形式を図示したものであるが，

O O 漁
O O O 

。銭
o 0 

者多
J島Z与丸

Z主緋

蕩5O 

fど

No. 620 (10訪では，一段自に西夏字が 3

字，丸印が 2つ，二段自に誌西夏字一字と

丸印が 4つ，五段目の右上に一字，右下お

よび左上下に丸印が 3つ配置されている O

二段目の文字~n は， IT'文海JlIT'文海雑類J

T同音Jいずれにも登録されていない O

No. 623 (7b) は， No.620と全く一致す

るO 討o.621 (8a) では第二段自に誌，右

端 ~c551jの文字 ltfl が置かれているが，その

文字も『文海~ ~文海雑類J] ~同吾i にはな

し可 O

筆者は平声 5韻・上声 5韻の韻母として，

-uを再構成する O

この韻函に登録された西夏文字の音節形
図5 平声5韻・上声5韻 No.620

式を示すまえに， 『文海Jの平声 5韻に罵

する各小韻とその反切およびそれちに相応。
すると考えられる上声韻の音節をあげてみ

No.621 二段自 ょう O

平韻代声韻表小字 F文反海切i 所『属同小音J類 再形式構成 上韻代声査表fIlJ字1 所『属同小音』類 形再式構成

5. 1 妥議 打綴重唇独 p-u 

護専 重唇独 ph-u 

2 22 錫託銀重唇12 mb-u 記n重唇121'"122 mb-u 

3 2券 1在郷吉頭独 t-u 

4 彰式 J才4ヨi色i4J4i司Il君え 舌頭 33 th-u 

5 Z手; 続線舌頭 56 n-u 許春 舌頭 57 ロ-u

6 2a 請綴牙独 k-u 

翁 牙独 kh-u 

- 18-



7 IJ~ζ ~t術交牙 99 I)-U m 牙 99 I)-U 

8 
づJえ4ーIJ...t...歩 拾うi主流風独 l-u 

9 ~n zt夜間間 th":'U2 

系舌頭独 n九

10 .m 局長新牙 49 I)W-Uz za牙必 ず-U2

重唇音独字，牙音独字の上声韻形式法，無声出気音であったと推定したい O

重唇音独字 平声 p- 上声 ph-

牙音独字 平声 k- 上声 kh-

これちの平声の形式は，その反切上字を根拠に無声無気音であった乙とは確

実であるから，もし上声の形式も無声無気吾であったなちば， r同音J(j日坂)で

は，平声・上声が独字ではなく一類として扱われていたに違いないからである O

上記の反切下字を帰納すると， 1類と E類に分かれ， r文海Jノト韻 1から 8

までには I類が 9と10にほ E類がそれぞれ使われている O

反切下字 I

E 

初2ーー・ー噌
‘ー--・圃・

新 =

偽(雪量) -U 

it~ ーむ2

両者の間にどのような対立があったのか明瞭ではなく， これをすと -U2で

表記しておく O

反切下字 E類は，舌頭音類と牙音類のみにあらわれ，具体的には舌頭音類の

無声出気音を初頭苦とする音節で対立を示している。

1 i長 制く性を愁い天空をあおぐ(11"文海Jの注))

議 thu く飽きたらず多くを求む(11"文海iの注))

E 秀吉 thuzく毘じ〉

平声 5韻および上声 5韻と声母の連続関係を表示するとつぎのようになる O

唇重 軽唇 頭舌

-U ipm-Pbh-- t-th-n-

-U2 th-nd-

上舌 牙 歯頭

- k一泊-I)W- -

B胃ー

- 19ー
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平声 5韻・上声 5韻は，軽唇音，歯頭音， JE歯音，喉音とは結び付くことが

なかった O

?五音切韻』韻図 5を筆者の再講成形式に書き改めて示すと，つぎのように

なる O

No. 620 I 0 
No. 623 I 0 

o ku tu pu 

o 0 ? 0 

o lu 
o 0 
thu (平声5部代表字)

thu (上声 5韻代表字〉

この韻図もやはり無声無気

音を初頭iこもっ形式および涜

風雪類の形式を登録したもの

であった G 二段自の文字はあ

るい辻『文海Jl[f文海雑類J

「同音Jが編纂された以後に

作られた文字であって，もuを表記したものかも知れない O

6. 韻図 6 平声 6韻

『五晋切韻J韻図 6は，平声 8韻の形式を図示したものであって，平声§韻

O 

と~l

O 機 O O 

と3

第

議b
及

函 5 平声6韻 No.620

o o 0 0 tn¥ 
No. 621 一段目

lこ相応する上声韻は酉夏語で本来欠けて

いた o No. 620 (11a) では一段自に酉夏

字一宇と丸印 4つが置かれ，四段自に丸

EP，五段自に酉夏字一字が配置されてい

る。四段目の丸EPは五段巨の西夏字の上

に書き入れるべきものであろう O

No. 623 (9a) ば， No.620と合致し，

No. 621 (8b)では， No. 620， 623の牙

音の枠に入れられた酉夏字が，右端ーの重

唇・軽唇音の枠に，完IJの文字のように乱

雑に書かれており，そのほかは丸印が置

かれている O 平声 8韻には?文海Jによ

ると重唇吾類または軽唇音類の形式がな

い上に，その文字詰 F文海Jl!I交海雑類』

『同音iいずれにも登録されていない O

No. 620， No. 623の牙音の枠の文字も

『文海Jなどの韻書にはないのである C

-20ー



『文海iの平声§韻に屠する小韻の反切をあげると，つぎの二類に限られる G

器平声代韻表小字 反『文切海』 所『罵同/類ト』類 再講成形

6. 1 味与 ，~t森牙凶 kh-ufi 

2 務 他奪え流鼠 67 註若-u良

当然乙の反切下字は互いに系聯する O

反切下字 芳l ご 長(号令じ) -u良

酉夏語の平声 5韻iま， w文海』によると牙音 khーと流嵐音的ーと結びつく

音節形式に限られるが，この韻図 (No.620， 623) によると，そのほかに無声無

気音 kufiがあったことになる。 鴇 kufiは，長 khufiから作られた新しい

派生字のように考えられる o No. 621の重喜音の枠の諸島が pu長を表記した

文字のように見えるのは，特定の方言形式を反映した記置なのか，単なる書き

誤りなのか;まいまは決定し難い (cf.p. 28) 0 

上述の平声 5韻・上声 5韻とこの平声 6韻は，具体的には牙音 khーをもっ

音笥で対立している O

上声 5韻 khu 猪く掘る〉 ku 翁く彫る〉

平声 5韻 khufi tiffiζ く乳をしぼる〉 kufi 説く?>(韻園)

平声 8韻 khufi 長く迎える〉

平声 6韻の文字は全部で五字あって，この 2字のほかに，

森 M くとげ〉

~ lufi く獣名〉

ゑ M く鈴〉

No. 620 I 0 
623 

O 

業況く鈴鐸〉があるむ

主ufi

O 

nzufi 

O O 

khufi (平声6韻代表字〉

- 21-
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7. 韻fZI7 平声 7藷・上声 6韻

韻図 7は平声 7韻および上声 6韻の特定の音節形式を図示したものである o

No. 620 (l1b)では第一段自に酉夏字が 2字と丸印が 3つ，二段自にも別の行

に茜夏字 2字と丸印 3つが置かれ，五段自にほ一つの枠の上方左右K西夏字が

2字，その下に丸EP2つが書き込まれている o No. 623 (11a) では， 五段目の

左鶴の文字が No.620と違っている主に，西夏字 2字の下に丸印一つが， 中

央よりも右よりに書かれている o N o. 621 (9a) は，No. 620， No. 623いずれ

とも異っていて，第一段自の歯頭・正歯音の枠の文字は冠の字形を変え，二段

自の牙音の梓の文字は右端の重唇・軽唇音の枠に移されている O そして五段自

の左の文字が平声 2韻の文字に替えられ，下の丸印が上下に重ねて配置されて

いる O

これちの韻図相互間の異再は単なる誤写なのか，それとも各韻図の背景とな

った茜夏語自体の性格の違いを反映しているのであろうか。まず?文海J平声

7韻に属する各小韻の反切とそれと栢T6すると考え得る上声韻の形式をあげて

みよう O

No.620 

O 姦io O d三L惨

議乙 O 務 O O 

害警

f |緩

須

ミ

o 1'lt 0 O ゑ

2気 O o o 12124ei -

蕗紙、
。
。
詰愛

三高
No. 621 

圭長ヲ Vλ 

鹿島友之、。
No.623 五段目

函7 平声7詰・上声6菩iNo. 620 

弓，，
uつ白



再構成
形式

w-Iufi 

上声韻小 F詞音J
官長代表字所属小類

i権 軽 唇独

再構成
形式

w-Iufi 

F同音』
所属IJ¥類

8 軽唇

制
j

-
者
雲
仙

問
問
-
蒸
れ
ゆ

平声韻小
韻代表字

森
森

7. 1 

持-iu良正歯独2 

tきh-iufi正 指独ln受
き-iufi正歯 独

ゴ宣
言良

ph-Iufi 重唇 47

姦
翫
-
茶

花
一
駁
・
綴

-
京
絞
殺

3 

4 

mb-Iufi 重唇 56mb-Iufi 重唇1465 

m-iufi 重審126

th-iufi 舌頭独

1-1む良涜嵐120

n-Iufi 舌頭121子負n-iufi 舌頭121

n-iufi 8 舌頭n-Iufi 8 舌頭

k-Iufi 牙独

kh-iufi 牙独1~ 
支魚

kh-iufi 牙独

弓g-Iufi牙157司g-Iufi牙157

s-Iufi 歯頭 90

l-iufi 涜嵐 76
:;:/. 

ええ

Ilz-Iufi 

hl-Iufi 

流嵐独

流風独

訴
訟
添
幸
一
紘
一
紘
一
銑
希
一
商
務
都

新
骸
探
査
筋
一
枕
経
鴇
答
緑
茶

一
続
殺
椛
錦
商
品
静
穏
番
街
姦
筑

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

手-iufi5侯 1616 

つぎの二類に別れる。

姦

平声 7韻の反切下字は，

者=
-Iufi 

議論)1 統一議
芸吾争・

n~] 一→
ヰー

剣一

反切下字 I

令ーーーー・

I類と E類の使い方は，初頭音の性格の違いと補い合っているから，

平声 7韻および上声 6韻の韻母は一つの形式 -lufiであったと認めてよい O

E 

しかし，

流
嵐

立畏正
歯

歯
頭牙雪

上
舌
頭

軽
震

重
唇手当

l-hl一

員三一

手一

Hm
ト

6
1
ミ、

λ
b
 

4
a
L
 

s-k-kh-

- 23-

号室ー

th-n-

w-

ph-m-

mb-

反切 I

反切豆



平声 7韻は，舌上音以外はどの声母とも連続するが，上述の反切で反切下字

が同じ声母のもとで，実擦に対立を示す連続形式は晃当ちない。

5 Z設 お若乃
g rrnt 殺漁

n- 紙二号先
(平 7) (平14)

たとえば，小韻 8と8の二つの反切上字

は互いに系聯をしない o 前者は th-，後者

は nーを代表したと考えられるから，反切

下字の二類と補い合っていることになる O

th- 偽-!nご殺
また流嵐官類にiま， (7) lIunと (4) IIzlun 

と (5)hlrunの対立があった O 各韻図はつ

ぎの対立関係、を取り出している。
(平 5)

狗/ノ
(平 5)

討0.620

No.623 

NO.621 

(平32)

右剖

lIun 

lIun 

lIun 

〈平 7)

左ffilJ 下側

hlIun O O 

II重工un O 

lru (平 2) O 
O 

F文海』小韻 9の平声韻およびそれに相認する上声韻をもっ文字と平声 3韻

との関係については上述の15頁を見込れたい O

韻図 7の酉夏語形式を筆者の再構成音で書き改めるとつぎのようになる O 流

No.620 I 0 t読む員 O o wiufi 

手Ylufi O kiufi 0 0 

hHufi Hufi 

o 0 
mblufi (平声7顎代表字)

mblufi (上声 6詔代表字〉

思音の分配の異同に関しては

上に記したので， No.620の

韻図のみをあげる o No.621 

の二段呂の文字の配置法単純

な書誤りである可詑性が大き

し'¥ (cf. p. 21) 0 

この iまか「文海雑類』に，I1~ 31会霧く見せず>srun (平 7) がある C や

はり韻図に記入すべき形式であろう o (wについては， p.27注(5)参招。)

8. 韻函 8 平声 8韻・上声 7韻

韻函 8 (12a) は平声 8韻と上声 7韻の持定の音節形式を国示したものでるる O

No.620では第一段自に西夏字が 3字と丸印 2つ，二段昌には西夏字 2字と丸

印が 3つ，三段自には茜夏字一字と丸印が 4つそれぞれ配置されている C また

- 24-



O O O O 

毛主ヲ千百も

01蔽35
No.623 五段自

O o 0 0 議長

能
品
あ

J

批

d
y
制
鰍

0

No. 621 三段呂と五・六段自

五段自にはー枠の中に西夏字を上下左右に

4字置き上列の左側に丸印がついていて，

六段目は，西夏字一字と丸印を上下に並べ

た形をとっている o No. 623 (llb) は，流

嵐音類の枠内の文字配置が異り，上列に酉

夏字が三字，下列に西夏字二字と丸印が左

端に一つ書き込まれている o No. 621 (9b) 

は，三段自の西夏字の位置と流嵐音類の枠図 8 平声8韻・上声7韻 No.620 

内で西夏字と丸EPを二字づっ上下に配置している点が No.620と異る O

筆者は平声 8韻・上声 7韻の韻母として -1 と _W1を再構成した C

F文海』平声 8韻lこ属する小韻の反切およびそれに相応すると考えられる上

声韻形式をあげて，その韻母を確認してみよう O

平韻代声誤表小
宇

『反文切海
j

所『属同小音J
類 形再式

講成

8. 1 -M~ fi!託 重唇独 p-1 

2 五義 得ゑ重層 82 ph-I 

3 三努 続ゑ重唇印 ロ1-1

4 翌nず 11]ゑ苦頭独 t-1 

5 活乙 あ匙歯頭山 ts-1 

6 免 袋詰 歯頭 84 S-I 

P
D
 

q
L
 

上声韻小 F同音J 再講成
韻代表字所属小類 形式

弘、 重唇 28 m-1 

fiえ 重 唇 37 mb-1 

追憶 歯頭109 ndZ-I 

丹市 歯頭 85 S-1 

主主 喉 独 X-1 

柔 流風131



7 zz 桜花ゑ流風109

8 さ日多女λ』 %t初 軽唇 1 

9 ヨ芝、 品ーァテぷZiZ4A 軽唇

10 -哲E三- 銭競え舌頭ロ

11 ~~ 前良気i牙独

12 進受払員長 36

13 雪市え ~Jtli拠流風
14 yi乱- 111&毒え歯頭独

15 毛色 統勉流恩168

歯頭音109( 2字令〉 枇枇n也1

雑類』に登録されている O

脅? 流風117

き-1 弘之 流風109

W-l z広 軽唇 2 

勾y-W1 号変 軽唇 1 

t-w1 

I)W-wl Z元 牙102

x-曹I

きー曹Z

tsh-12 経 菌頭独

長え (歯頭独〉

1-12 時暴 流嵐 独

J日~j昆k 舌頭独

殺 ndZI (平)く寿命)，銘文 ndZI (平〉く馬〉反窃綴翁く(平8)

上記の平声 8韻の各小韻の反切下字を帰納すると三類に別れる Q

反切下字I3tごゑー紘一初

E2蔽+=~láß. (~~) 

E 租ご批

-1 

一曹I

霊-1

W-I 

勾Y~曹Z

。曹ー曹E

tsh-1z 

1-12 

nd-l 

I類;まノト韻 1から 8までに使われ， II類は小韻 9から 13までに使われている O

前者は関口韻，後者は合口韻を代表していると見て誤ちはない O そのほか小類

14と15にのみ使われる E類がある O これは平声韻では歯頭音類 tsh-と流嵐音

lーを初頭音とする音節に隈られるが，その実体が判明しないため -I2 としてお

くO この反切下字の整理から筆者-の再構成する韻母の形式に，この -12 を補わ

ねばならない O

上声 7韻の音箭形式には問題が多い o [j文海J小韻 3に相応すると考えろれ

る『同音J](1日坂)重春音類小類28と130は，つぎのような関係になる O
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28 ~段、弘、長、準イ~n. 1I支銘銘仁惣
上 7 上 7 ?上7 上 7 上 7 9 

m j銭織五議
上 7 上7 上7 上 7

?上7

28類の?をつけた 3字は平声 8韻であった可能性が大きい O しかし，小類28

と130が共に mIであったとすれば，なぜ『同音.nI日坂で 2類に分けたのか理

解し難いのである O もともとは 28mbI， 130 mIであったのかも知れない O

韻国 8の配置から判断できるように， この韻類では，流思音類に属する苦節

の対立関{系が自立っている O

上声韻 平 声 韻

涜風131 就任階〉二 7Zく沸く〉

117 脅?く虎〉 努く捕れる〉

109 総く部姓〉 ~I 109 者く小児〉 ~I 

。1~ く 〉 主曹Z

独字 蒔く霧〉 112 協議たく障害〉 112 

この対立関係は上掲の韻図にすべて記入されている O

平声 8韻・上声 7韻の韻母と声母との連続関係、を表示するとつぎむようにな
(5) 

り，乙れらの韻母は舌上音および正蓄音とは全く結びつかないことがわかる O

誌と|重 軽唇 頭舌 上舌 牙
歯 正

E長 流風
唇 頭 歯

p-ph- w一 t- ts-s- き-}-

ロ1- tsh-(ndz-) 

合 i 勾v- 弓智一 x- 主-

m-mb- w一 nd- tsh-s- X き-}-I-

ndz-
同V一 I]W-

韻図 8を筆者の再構成形に置き換えて示しておきたい O

(5) w->[M.J-，勾v->[wJーが，すでに完了していたものと考えられる o [.N汀は wの無声昔。
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No.620 O tSI O tl pI 

O C O i曹I Wl ZWl ZI 

O ( tSI2) O C O O 112 

C 1I 
No. 621 (流愚音の枠のみあげる〉き曹1 ZI 

112 
lIz 

O 
SI (平声8景品代表字) O ZWI ZI 

SI (上声7凱代表字)
No. 623 (涜風者む枠のみあげる〉

9. 韻図 9 平声 9韻・上声 8韻

韻国 9は，西夏語平声 9韻および上声 8韻の特定の音節形式を函示したもの

系 議新 O 号ー~乾デ

G 委え 柊 G O 

1&) O G O O 

0O 4O 詰
v 

鰯
才女

図9 平声 9~目・上声 8 韻 No. 620 

である G

No. 620 02b) では一段呂の重唇音・軽唇

吾の枠，牙音の枠，歯頭音・正歯音の枠と喉

音の枠に西夏字を記入し，二段目には，牙音

の枠と歯頭音・正歯音の枠にのみ酉夏字が置

かれ，三段自には，喉音の枠に西夏字が書き

入れちれている O それ以外の枠には丸印があ

るG 五段自白流風音の枠iこは，上列に丸印が

2つ，下列は右側に西夏字があり左側に丸印

が配置される O

No. 623は No.620 と合致し， No. 621 

1ま， No. 620=623 とは，二段目の牙音の枠

の文字が右端の重唇・軽唇膏のところに移さ

れている点で異る O その文字は牙昔類に属す

るから，民0.621はその文字の位置を誤って

書いた可能性が大きい G 筆者は平声 9韻，上声 8韻の韻母とらてー躍を再講

成した O

さて，まず『文海Jの平声 9韻の各小韻の反切およびそれらの小韻に相応す

ると考えられる上声韻形式をあげよう O

(6) しかし，上述のように韻図 4，6. 7で同じ事実が認められ，標準的な牙音むに重喜音 p-
が対応する酉夏語方言が存在しなかったとは言い切れないから， No.621の在任図が実諜の言語
形式を反映している可能性も全面的に排除できないと忌われる O
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平韻代声韻表小字 『反文切、海』 所『属同小音J類 形再式構成 上韻代声韻表小字 所F罵同小昔i類 形再式講成

9. 1 精 Z扇?桜 重唇134 p-I色

2 1i七 子持?良重唇独 ph-I邑 支え: 重唇144 ph-r吾

~~t 重唇 63 mb-1邑

3 鼠百 マを緩 牙119 k-1邑 3え 牙119 k-l吾

4 ーf奄敢+，AJiLnLdえJ 牙159 kh-l吾 支込 牙137 kh-rる

5 三免 百花1捜牙独 lJ-1e 

5 三段 ぎfil雪H空ムiMflえ/. 正茜独 tき-1邑

7 手段 手長ZE 正歯独 tきh-lさ

8 ini 7官J受 正歯104 き-1邑 苅急正歯 95 S-le 

9 d稜 経尚 員長 52 手-1邑 ゴ民 喉 52 手-1邑

10 綴E 乙'2-::1円支-z;えF 牙 51 k-WI邑

11 妥長 労長手手牙独 kh-曹1邑

12 安会 菜3冬 正歯独 tき_WI邑

13 手今 三 千 柊 正 菌独 邑-WIる

14 Cる7li9AL 支え~] 正歯独 き-1き2

15 Z21 f昆;f長 日侯独 宇一I吾2

16 1ft 交安;後段独 ?y-l吾2

1i盗品 流風独 き-1吾

長花 流嵐118 1-1邑

『同音JI(1日坂)重唇音類小類63には，つぎの 4字が所属する015乙mblき〈上)

く開く，縄を解き放つ)，蒸 mba~ 山く〈葡)萄)，後 mblさ ω く重病を治
すもの，薬草)， 政 mbl邑(上)く栗毛色〉

この中，一番目の文字は上声71韻にも入っている G

上声 8韻 mbl語

上声71韻 mblr 

乙の単語に二つの形式がるったにしても，筆者の再構成形式によれば，その両

形式が相通する関孫を十分に納得できる。

間前 (1醐正歯音類Jj¥ 類 誌 は ， 総 ゑEE商品川字が所属する
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が〈いずれも民間)，新版 F同音』では，その字の前に混花 2字が

加って，その小類は計 7字から成立っている O しかし，両者の関が小月で丞切

られた旧坂の形が正しく， はじめの 2字は?文海雑類』で一類をなし，反切

受姉 nZIwo(平57) によって示されるように，上声 8韻の文字ではなかった。

上搭の反切下字を帰納すると，西類になるが， はじめの二類は補い合ってお

り，実際上の対立を示すのは， I.H.1H類である G

反切下字 Ia ~支

Iむ綴

恒ーーー--.
・ーーー圃・・ー 紘 一 姦

姉

》

e
y
i
 

ーーーーー-'t
<-ーー四ー・

II ~手痛)ご忠、

E 忽}ご;仏

Wl邑

1色z

I類は関口韻 -le， n類は合口韻 -Wl邑，董類はそれふと対立する-le2を代表

した O 韻図では I類は一段自に， H類は二段目に，韮類は三段目に配置される C

したがって，筆者の以前の再講成形式に， _wl邑と -1匂を補わねばならない。

この韻母と声母の連続関係を表示すると， これらの韻母は軽唇，舌頭，舌上，

歯頭の各音とは，連続しなかったことがわかる G

Jfi 唇重 軽唇 頭舌 上舌 牙
歯 正
頭 i事

-I{き k-kh- tきtsh-

mb- ヨー s-

-WI邑 k-kh- i主主一

-1邑z s-

む訣 流
風

下一 l-;t-

フ一手y

『文海Jノj¥韻 9と15~ま，反切下字 I 類と E 類で対立し，またつぎの意味の対

立とも栢応じている Q

絡手Ieく力〉 > ?Iむ 〈住民52)小韻 9

~1 XkIもく勢力> > ηも (l咲独)小韻15

流嵐音類 118b邑(上 8) く煮える〉に対立する形式として，字形の近似した

(7) Xk->可ー〉にの変化について辻，本高出 p.144参類。
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平声缶詰に罵する lJ<煮る〉があって，おそちく両者は自動詞と他動詞の関孫

を示したものと考えられる G

おた 泌〈上 8)く煮える> (岳動詞〉

務 11 (平65)く 煮 る > 他動詞〉

No.620 I 手Z邑 tきz邑 kI邑 O pIき No.620の韻函 9を，筆者の

O tSwIき k曹 I邑 O O 再構成形によって書き改めると
手I邑2 O O O O 左のようになる O この韻菌は，

o 0 
o 21邑(上 8) 流嵐音類のほか，無声無気音を

k1邑(平声§義代表字) 初頭にもつ音節を登録したも C

k1邑(上声8韻代表字)
であることがわかる O

10. 韻~10 平声10韻・上声 9韻

『五音切韻J韻函10は，西夏語平声10韻と上声 9韻の特定の音形式を図示し

たものである o No. 620 (13a) では，第一段目は重唇音・軽唇音の枠，牙音の

枠，歯頭音・正歯音の枠と喉音の枠に西夏字が記入され，二段目および三段目

j荷ヒ 3安物 G 移
O 鶏 O O O 

。~t O O G 

、
。。 最雪n量否

支
ぇ百ヒ

陸10 平声10韻・上声9担 2お

には，歯頭音・正歯音の枠にのみ西夏字があ

る。五段自の流風音類の枠には右関上下に西

夏字が 2字並べられ，それにあたる左槌には

丸印 2つが置かれている o No. 623 (13b)誌，

No. 620 と一致し， N o. 621 (lOb) では，二

段自の歯頭音 .lE歯音の枠に配置された文字

が重唇音・軽春音のところに移されている O

この文字は『同音J[l"文海J[l"文海雑類Jに誌

なく，所属がはっきりしない。おそらくそれ

らの韻書類が編纂された以後に作られたので

あろう G

筆者は平声10韻上声 9韻の韻母として -1

を再構成した O

まず『文海Jの平声10韻に罵する小韻代表
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字とその反切およびそれらと相応すると考えられる上声韻字を列挙しよう O

小
字題

点
作
一
段
錆
夜
食
縦
断
比
議
議
玩
託
苑
-
民
-
一
阪
社
お
衡

平
韻

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

 

A
U
 

f文・海j nPJ音』 再構成
反切 所屠小類 形式

ダ長女子 軽唇 3 w-I 

私万 軽唇独 f-i 

S支忽足 軽唇 3 市 -i

z敗J1it舌上 5 斗-I

鋒寵牙116 k-I 

nln枇 E歯印刷

;at広正歯3月 8 他 -I

~義正歯 4 き i
nt~n仁喉 17 ?-I 

;ztZ度正詣 70 誌hペ

姦弘正歯日7 s-wi 

-m氏正歯 s-wi 

後15E涜風177 l-i 

??議長 流風独 z-i 

枇 税 正歯独 尚一iz

鋭、批正歯 き-iz

上声韻小 『同音J
韻代表字所属小類

三者 軽唇 3

î~ 舌上 5 

系己正歯 10

予弘正菌 38

3議五歯 9

3百t流嵐 48

1話涜風独

イ~l 正歯独

五弘 正歯 93 き-Iz

再講成
形式

時V-l

IIp-l 

tき-I

tきh-i

きi

き-I

tきh-I2

この『文海』のノト韻 1および 3の所属文字詰， u同音』旧版， 新坂i乙見られ

る配分とつぎのような対応を示している O

ノト業員 3 wi 独字勾vi

務総局も 議 終 除 毒 局 者 元

号号 2告漏茄tj蚤委籍Jlfi仁椛

『同音」出版

F同音』新版

独 wI 小類 5勾vi 小類 5 勾vi

『文海」 終希有丞茄Z3墓丞詩耽すた
ノ

平声10韻笥vi

ここでも『同吾i新版の分類は， u文海Jの組織と合致する G

平声10
1虫wi

上声 2韻II}vi
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上掲の反切下字を整理すると，はじめの二つの小韻に平声11韻の行が使わ

れるほか，つぎの三類にわかれる O

反切下字 1 ゑ一気品一夜~ ~ftt (-稔) -I 

E ZiZ{芝)ニれ(f花〕

亙初ニ 航{ 議)

一曹1

-12 

I類は関口韻 -i，n類は合口韻 _wi，I類は実体が;まっきりしないーらを代

表したものと推定できる o 1類の文字詰韻図では一段自に， n類の文字は二段

目に， I類は三段自にそれぞれ配分されている O したがってこの確実な根拠か

ら，筆者の以前の再構成形式に -wiと -iaをつけ加えることができる O

平声10韻・上声 9韻の韻母と声母の連続関孫を表示する G

ギ~I 霊 軽唇 頭舌 上舌 牙 頭歯 正
11長 流嵐

茜

w-f- 1lp- k- ts-tきh- ?- l-z-

II)V- き-(nd~-) 

_wl -tきh-

き-(nd~-) 

-12 -tきh-s-

『文海雑類Jに饗総務(上9)対立Iく按カユけ〉と汚点完(平10)ndzwi 

くとかす〉が登録されている G

この韻母は，重唇音，舌頭音，歯頭音とは結びつかない上に，関口韻 -1 と

合口韻 -wiとーらの対立があるのは正歯音のみであることがわかる O

正歯音 tぬーをもっ三形式の弁別は，具体的には同じ反切上字をもったつぎ

の単語に見られる O

7 長え ;批玩 tshi く肉〉

10 長も ?紅茶 tshwi く塩からむ...>

15 寺高村幸‘ 箔仁i溺 tShi2 く言葉をしめる〉
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見出く塩かちい〉は，滋ttshi (上28) く塩〉と対立する O

さて，韻国10の酉夏文字を筆者の再構成形式に書き改めてみよう O 二段自の

文字は合口韻tSWiを代表していると見て誤りはない O また三段呂の文字は，

初頭音が t8ーであったのか，そ

れとも tぬーであるのかを推定
No. 620 I 亨i tきi U

O

O

 

O 

O 

tきwi

tsiz 

0

0

0

 

Wl 

O 

O する根拠がなかったが，この韻

国が流風音類を除き無声無気音

のみを登録していることかち，

その音節は tきらであったと決

定できるのである O

o li 
o zi 

i tき(平声附掛

tき上声9査員代表字〉

11. 韻図11 平声11韻・上声10韻

了五音切韻J韻図11は，西夏語の平声11韻および上声10韻の特定の音節形式

を図示したものである Q

No. 620 (13b) と No. 623 (15a) では一段目の重唇・軽唇音，否頭音，牙音，

喉音の枠に西夏字があり，二段目は牙音と歯頭・正歯音の枠に，三段呂は舌頭

音と茜頭.iE茜音の枠にそれぞれ西夏字が記

入されている O 五段呂と六段目の流愚音類の

枠 iこは，西夏字二字が配置される G

No. 621 (l1a) では三段自の舌頭音の枠に

置かれた文字が右端の重唇・軽雲音の枠に移

されているが，この文字は舌頭音類に属する

ため， No.621は書き誤った可詑性が大きい

と見なければならない O

筆者は平声11韻・上声10韻の韻母に -ifiと

_wifiを再構成した O

まず， r文海Jの各ノト韻の反切iおよびそれ

に相応すると考えられる上声韻をあげてみよ

うO この韻類の所属宇と小韻の数はかなり多

λo ノ今~ O. ヨE1弘;多主

O 荷主 Jー晴肩宇ド G O 

O 室主 O G 

O 。努O 

張r、
ゑ
4令5系F 

図11 平声11韻・上声10韻 No.620
し"0

(8) wi>[M.iJはすでに完了していたものと考えちれる (cf.p. 27註(5))0
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器平代声韻表小字 『文反海切j 所『罵同小音J類 形再講式成 上韻代声韻表小字 所『罵同小音J類 再形式構成

11. 1 ~t 批喜三 重喜 64 p-ifi 

2 話 殻1t 重層 23 ph-i良 イ手考七ド 重唇 23 ph-ifi 

3 j主 2主義 重層独 ph-ifi 

4 l抗 殺11重唇 30 m-ifi ~，ft 重唇 30 m-ifi 

5 脅.，.Jo.晶え- 忍稜 重唇 30 m-ifi 

5 im 〆ii2乙ヲえじエ 重唇 1 mb-ifi 11E 重震 1 mち-ifi

7 i~長 ?往診重唇 3.1 mb-ifi 安 包 重 唇 2 mb-ifi 

g zz ~q メ~rn. 舌頭 84 t-ifi 存花 舌頭 84 t-ifi 

s 議 孫笈苦頭128 t訂-ifi 会主 舌頭128 th-ifi 

10 

鋒古L名 jntm 舌頭立 n-ifi 託 舌頭 46 n-ifi 

11 言史家ム舌頭135 nd-i長 UJJし舌頭136 nd-ifi 

12 lt zt筑牙日6 k-ifi 

13 獄 級友牙 29 kh-ifi 本去十芸 牙 29 kh-ifi 

14 言受 7路Zt牙 42 1)g-ifi 1危 牙 43 号g-ifi

方氏歯頭 23 ts-ifi 

15 ~~ -t夜 歯頭12-13 tsh-ifi jE 歯頭 12 tsh-ifi 

16 之....... 島チ 弁吉えミア ザえコじ 露頭 24 s-ifi 池島 歯頭 24 s-ifi 

17 家h 議夜 露頭 21 s-ifi 

18 2委 努党 取 17 ?-ifi 

19 議4 ゴ毒死 喉 38 x-ifi 

20 設 a5d』2，・花・え2交• 涜嵐 15 量一ifi 取. 流麗13-14 z-ifi 

21 1怒 委主務 舌頭独 th-曹ifi

22 京2全阪J. 綴 3長 牙 90 k-曹ifi

23 i ? も 惣 牙 独 kh-wifi 

24 JJ4L2 ラ 綴首長 牙独 1)-曹ifi i腕 牙独 宅一曹ifi

25 君主 Z主2授 牙独 1)g_wifi 2存 牙 51 1)g-曹ifi

26 首長 すi1f~ 茜頭独 ts-曹ifi

27 1u 綾 11零 握頭独 Sー曹ifi

28 3市 ~\I 殻 舌頭独 t-ifi2 
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29 1琵 被鵠 舌頭170 n-ifb Ht 舌頭170 n-i長2

30 
援義

南青会 歯頭 23 ts-ifiz 

31 令請 函頭 32 s-ifi2 コレタ、歯頭 32 s-ifiz 

32 語 率[勃 流風独 l-ifiz 

訟も 司俣 63 手Wーifiz

以上の反切下字を帰納すると西類になるが，それに Ialb，n， J1[類の指標

をつけた G

反現下字 1a 校-ZEご夜一議
受金ノ

1b たご続(笈)

E i南二惣 一件 -wi良

亜 得→~ìVご品交 -ifiz 

I類は関口韻 -ifi， H類は合口韻ー曹ifi，J1[類はまだ実体がはっきりしない

-ifi2 の各韻母を代表した O 韻図10では，反切下字 I類の字を一段自に， H類の

字を二段自に，そして亜類の字を三段自に置いていることは明らかである O し

かし I類の中iこは，厳密に見ると IaとIbがあって，互いに系務しないばか

りか，重唇音 (ph-m-mb-) と歯頭音 (s-)をもっ音節で， 1 aと1bは対

立するのである O

{: 
ま日λよえ ムえ手コL ph-1b 言22語t m-1b 

免喜三 ph-1a iI夜 m-1a 

(ぷ
1ic1t mb-1b (摘 吉廿女てア えテユL s-1b 

l~~殻 mb-1a 議夜 s-1a 

反切上字は， 12と廷が系聯しないほかは，いずれも系聯していて，それ

ぞれ実質上西夏語の一つの芦母を代表していたことは確かである O
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」ム

反切上字放→怒=議 m一 流→諸民ごj孫 rnb-

2高→議一夜ょ→ZEs-

(上28) ~，/ 
警良(上 3)

上記の対立セットを厳密に表記する必要があるときには， mifi (a) mifi (めの

ようにしたい Q おそらく前者は平声であり，後者は平去声であった対立を反映

しているものと考えられる (cf.p. 100補注入

合口韻司gWifiの平声と上声の間には，つぎのような対立関係を示す単語があ

るO

n花I)gwifi(平) <茶〉 支え I)gwi良(上〉 く服を著る〉

波1 I)gwifi (上〉 く衣服〉

同ーの形式認曹ifi(上)が動詞にも名詰にも使えたのを弁別するため，文字

面で書き分けたのである G

平声11韻・上声10韻の韻母と声母の連続関係を表示すると， これらの韻母は

軽唇音，舌上音，正茜音とは全く結び付かないことがわかる。

JTl 重 軽唇 頭舌 上舌 牙 頭歯
正 員長 流嵐

唇 歯

t-th- k-kh- tsh- 手-x- き-
関 手

n-nd- s-(ndz-) rn-rnb- 司g-

t-th- kh- ts-tsh- (hl-)堂一

rn-rnb- n-nd- I)g- s-(ndz-) 

th- k-kh- ts-

I)-I)g- s-

司一司g-

t-n- ts-s一 ?曹ー l-hl-
くndz-)

合口韻ほ舌頭音，牙音，歯頭音に限ってあらわれ， -ifi2 と連続する芦母は舌

頭音，醤頭音 p，侯音，涜嵐音iと限られる G

『文海雑類.]~とは最 預託 吐zifi(平11)く争い)，幣 毅 笈 ( 平

11) ndzifi2 (乙の反切下字は亜類〉く窺威>， 磁 123意 〈平11) hlifi2 (乙の反切
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下字はE類〉そ取る)， ~紅 鎗主(上回) ndzifi (反切下字は 1b) く糧食)，

秀 賞，~存在(上 6) hlifi (反切下字は 1b)く生れる〉が登録されている O

No.620 kifi tifi pi良 l
k曹 ifi 0 0 

() tifi2 0 

o 0 
O 記長

lifi2 

O 
tshifi (平声11韻代表字)

ts記長〈上声10誤代表字)

北

0

0

O 
ts曹 ifi

tsifiz 

No. 620の韻図11を筆者の再

構成形式によって書き改めると

左のようになる O

12. 韻国12 平声f12韻・上声11韻

『五声切韻J韻図12は，平声12韻と上声11韻の特定の音節形式を図示したも

ので， No. 620 (14a) ， 623 (15紛， 621 (11る)

いずれも同じ文字の配列を示している O 第

一段目は茜-頭・正歯吾の枠に一字，二段目

は重唇・軽唇の枠と舌頭音の枠にそれぞれ

一字づっ西夏字が置かれている。五段呂の

流風音類の枠には，一枠の中に西夏字一字

と丸印 3つが埋め込まれ，この韻類に罵す

る流風吾を初頭にもつ形式は一連類である

ことを示している O

『文海iで平声12韻に所属する文字の数

は少く，全体で 7字に誤られ，上声韻字も

15字しかない O 筆者は以前，この韻類には，

合口音の韻母一可良一種類しかないと推定

したが， 乙の韻図を根拠に関口韻 -1めと

合口韻 -WIめの二つの韻母の存在を考えた

。i1i 。O 。
。。O i反Zち

。11略
00  

古ヌザ~ 

支乙

I 

、--

図12 平声12蔀・上声11韻 NO.620

い G 後者は上声韻i乙限られる O

『文海Jの平声韻小韻の反切とそれに相応する上声韻の形式をあげよう O

平声奇丘小 『文海J r同音i 再構成 上声韻小 F同音』 再構成
部代表字 反切 所属小類 形式 部代表字所属小類 形式

12. 1 薮 響鋭童唇 73 mb一説 気重唇 73 mb一説
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2 蔽 月安委あ 重唇 25 m-lefi 欽 重春 24 m-I邑主

3 2予 ZZ鋭 軽唇 27 W-I邑a

4 Jn 亥鋭 軽唇独 W-I色fi

5 委指 認手際 歯頭 独 tS-I邑fi

Zキ 舌頭112 n-lefi-

11え 舌頭独 t~wI邑fi

1)島 流 嵐 独 1-1邑主

反切下字詰一類で，それを二つの文字をもって表記するもっとも簡単な方法

を使っている O 上声韻の舌頭音独字は合口韻，流愚音独字は関口韻であった。

反 切 下字釘1ご 滋 -1品

この韻母 -1めと連続するのはつぎの数種類の声母で，この中 tSI品， WIめ，

mめ， 1r泌が，韻匿に配置されている O 筆者の再構成形式に書き改めて，韻図

12の構成を右に示したい O

まl
重

軽唇音 頭司音令 同音歯 流風
唇3日乞

-1さfi m-mb- W- n-ts-

_Wlさ主 m-mb- t一 一

tSl吾良

O 

O 

O 
o 1Iめ
o 0 

mblめ(平声12韻代表字〉

mbI色fi(上声11韻代表字)

o 0 
tWI色白 WI邑a

13. 韻図13 平声13韻

韻図13は，平声13韻の特定の形式を図示したものである O 西夏語にはこれに

栢応する上声韻形式はー音節しかなかった O したがって上声韻類をたてていな

いO 筆者は以前に乙の韻類を平声12韻と相補的な韻類として扱ったが，実際に

は両者が完全にき齢、合っておちず， 重唇音 mb-にiまじまる音節で対立するこ

とが判明したため，今後この平声13韻の韻母を -1め2 として表記したい O

No. 620 (14る)では韻図第一段目は重唇音・軽唇音の枠に西夏字一字，二段

目は牙音の枠に一字を宣き，五段自の流嵐音の枠は，下列の右下ピ一字，左下

と上列左右に丸印を書き込んでいる。 No.623 (16a) は No.620と合致するが，

N o. 621 (12a) は右上端の文字を消し， その左側に議えを，右鶴lとそ廷を書き

n
H
u
 

no 



込む。消した文字はこの二字の合体字であるという意味かも知れない。 No.620

O O 。O 線
。O 議長 O O 

‘ 

00 

O~ß 

教

不良

図13 平声13罰 No.620

の文字も No.621の文字も『文海Jや

「同音Jには登録されていない G

F文海Jに;ま，乙の平声13韻に所属す

る文字は 8字あるが，それが六つの小韻

に別けちれている O

平声韻小 『文海Jl r司音J 再構成
部代表字 反切 E奇麗小類 形式

は 1 ~Il 
2 J~t 

3 Mt 
4 級

6 7持

級殺え重唇独
殺級山
形t~ll 牙167
2ぇ~t 正調1∞
守級涜独
警存え牙問

mb-I吾五2

kh-I色色2

I)g-I色白2

き-1色112

主-1邑112

(上声)
k-曹 I吾長2

反切下字詰互いに系聯して一類をなし

ているが，韻図をみると最後の小韻 6誌合口韻であった。

反切下字貌{筑)ご線一統 一白色2

この平声13韻に相認する上声韻法一形式のみあった O 上に記した小韻 5の

ZIefi2がそれである o r文海j で，乙の文字刊す〈務める〉につけられた注の中

に侃花震えすえく上声である告〉と書かれている。つまりその文字の発音

表記に平声韻の反切下字を使ったが，実際は上声韻であると注釈したことにな

るO このような例;まほかのところにもある G

韻函13を，筆者の再構成形式
持0.620I 0 。 o O (?)ple112 

に改める O 第一段重唇・軽唇音
O O k胃 Eるh2 O O 

o 0 の梓に置かれた文字はその設置

o 2I善良z かち PIめ 2を表記したものと見

きI品 2(平声13部代表字)
なしておきたい O

平〈声)

14. 韻図14 平声14・上声12韻

F五音切韻』韻図14は，西夏語平声14韻と上声12韻の特定む形式を菌示した
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O 准j O O 教
O 識 o O O 

む O 議t。G 

O 。互側主百 O o 

0O 4O 誇

絶品
多美

図14 平声14韻・上声12誤 NO.620

ものである O

No. 620 (15a) の第一段目には，重唇・軽

唇音の枠と歯頭・正歯音の枠に各々一字を，

二段自の禽頭.lE歯音の枠に一字，三段目と

四段目 iまいずれも牙音の枠に一字を置いてい

るO 六段目中央の流風音の枠には上列右に一

字を書く;まかは，上列左と下列左右に丸印を

入れている O 文字が置かれたところは，それ

ぞれこの韻母をもった許容される音箭があっ

たことを意味している O

No. 623 (17b) は No.620と一致するが，

No. 621 (聞は四段目の字が請と書かれ，

六段自の文字が着手となっていて，共に偏の

字形が相違している G 前者は， No. 620， 623 

む字形が誤りで， No. 623の音舗の方が正しい O ただし上声 7韻に属する文字

は SI であった G 筆者の再構成形式によれば上声12韻忠一rnであるかち， sIn 

の位置に SIが置かれている事実は，その音形式の近さかち十分理解できる。

F文海J平声14韻の各小韻の反窃とそれに相応すると考え得る上声韻をあげ

ると，つぎのようになる O

平詔声代韻表小字 『文反海切j 所『罵再小音J類 形再講式成 上声韻小 F同昔」 再替成
韻代表字所属小類 形式

14. 1 家 ゑ泡 軽唇 35 w-Ifi 

2 也 諸説 正歯 10 iき-Ifi ゑ正鵠 57 きlfi

3 3委 学2手設 正歯 82 tSh-lfi 

4 rt1 群也 正歯108 き-Ifi

5 3花 うぞtJi 正歯独 き-rfi 主え 正歯 91 き-lfi 

6 ?市 議終 重唇129 ph-lfi 貌 重唇137 ph-rfi 

看Zt重唇独 mb-rfi 

7 マ浮 3芳4弘1Iぷ瓦営?玄 重唇 58 m-rfi 錆色 重唇 51 m-lfi 

8 ~~ 校総 舌頭 78 nd-Ifi Z委 舌頭78-79 nd-rfi 

9 安食 稲仁者手 舌頭独 n-lfi 
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10 f長 諸 経 舌頭独 n-Ifi 免舌頭 16 n-Ifi 

11 ~~ fijj苦手 牙117 k-In 

121託 殺者今 牙 25 弓-In 安是牙 26 司-Ill

~3 歯頭独 tsh-Ill 

13 省3言字筋 歯頭 70 S-Ill 

14 者手 訂先 流展独 l-In 綴涜風独 l-Ill 

15 Zヒ 誠治仮牙独 1)tS-III 

16 説 1X才え孫牙 91 写き-III

さて反切下字は，最後の二つの小韻 (15，16)を除くと，二類に帰納できる O

反切下字 I 込-Z花ご議(奈) -Ill[lJ， [lJ 

立 開銀)→筋→帯=殺 -In 

1T 五日記)

I類の反切下字は，軽唇音と正童音の反切上字のみと連続して，おそちく

[1Jまたは [lJを表記したものと推定できる o 1 W1 [ M.1 ] 2 t ~ 1 3 t;;; h 1 4 ;;; 1 

5 ;;;1， II類は関口韻-Ifiを代表した O

最後の二類i土佐の反切とは違った性格のもので，実際には子音結合を表記し

たものではなし1かと推測できる O いずれも上声韻字が使われているから，共に

平の注記がついている O 平声韻字があるにも拘らず何故上声韻が使われ平の注

記が付けられたのか不明であるが，子音結合であることを意図した一つの表記

手段と考えたのかも知れない O

15 3ヒ[1)t;;;lJ (料品) く肋〉

16 業白;;;lJ(柑)く槍〉 前 副 J(1)~;rn) く子洪の服〉

平声14韻・と声12韻と初頭音の連続関係を表示する O
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一九品
流
嵐

現快正
歯

歯
頭牙舌

上
舌
頭

軽
唇

重一層

ts-tきh-

s-

w-、E
t、2

・

1-(h1-) 司iき-1]き一tsh-k-I)-n-nd-ph-mb-

m-

-Ih 

s-

舌上音および犠吾とは連続しなかった O平声14韻と上声12韻の韻母は，

『文海雑類Jl ~こは， hfi (平)hhfi (平・上)が登録されている O

p
h
u
 

vz& 
h
 

〈平14)-zzz 
T量殺

品
目
濁

(平14)hh 接受たZ長

O tきIh(t~ 1) O O WI良

O SIh (? 1) O O O 

O O kIh O O 

O O SIh O O 

o 1Ih 
o 0 
tきIh(平声14韻代表宇)

tSlh (上声12韻代表字〉

事え 家 13 長手rnt 
議定 O G 支Zゑ
。Q jた O O 

OOJ罰者

5ヲ2リ凡金

号先

(ー/ー〆

PH 
Y--品

望書
ih

 
〈上12)

No.620 韻図14を筆者の再講成形式に

よって書き改めると，右のよう

平声15韻・上

声13韻

韻図15

iとなる O

15. 

韻図15は，平声15韻・土声13

韻に属する特定の音節形式を園示したもの

ある o N o. 620 (15b)韻図第一段は，重唇

軽唇音，舌頭・舌上音，牙晋，歯頭・正歯

喉音すべての枠に西夏字が置かれ，第二段

は重唇・軽唇吾，舌頭・舌上音と喉音の枠

第三段は牙晋の枠にそれぞれ西夏字一字が

置されている O 五段自の流嵐音類の枠には

上列下列ともに右側に酉夏字が一字づっ書

れ，左側には上下とも丸印がつけられてい

平声15韻・上声13韻 No.620露15

は No.620

合致する。乙れらの西夏字はどのような音

形式を代表しているのであろうか。筆者は

平声15韻・上声13韻の韻母は関口韻と合口韻
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- WdN， その形式を -dN，合計三つの韻母があったと推定し，ともうーつの形式，

-dN2 ~こよって表記する O

まず?文海iの平声韻の小韻とその反切およびそれらに桓応する上声韻形式

再講成
形式

上声註VJ¥ r向者J
IEl代表字所属小類

再講成
形式

J
類

立
日
小

同
罵

p
髭
普
戸

H
1

-pu 

p-dN 重唇 9111C p-dN 重層 91

間
m-dN 重 層 独

t-dN 舌頭独t-dN 舌頭独

n-dN 舌 頭独

k-dN 牙独

S-dN 出頭130誌

tS-dN 

S-dN 

i塞頭独

歯頭130

甲
南
悦
ぶ
侍
，
比
率
A
一H
説
話

賢
一
弘
弦
匁
説
会
支
一
総
該
航

をあげてみたい O

平声館小
部代表手:

日
批
高
一
除
以
活
花
ム
批
読
以

15. 1 

2 

3 

4 

5 

8 

7 

手-dN政 1虫s 

X-dN ，i民 35操
指 ~-dN Ilj段42

l-dN 流嵐 独

Z-dN 副議141各季Z-dN 流風独

W-WdN 軽雇 26

勾V-WdN軽唇 26

t-wdN 苦 頭独

S一曹dN長頭 68

x-WdN Il{長独

っWdN1I誌独

k-dN2 

tsh-dNz 

31: 1虫

独中出正

~
臨
ユ
批
夜
夜
担
問
符
以
怒
怒
悦
一
氏

存
完
結
げ
混
一
叙
議
笠
殻
各
豆
一
銭

脱
会
り
銭
係
該
ね
印
税
紘
一
民
侃

ヨ

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

反切下字を帰結すると，

音との配分関係で補い合っているから一類と認めるれる o 1類は関口韻 dN， 

E類はそれにあたる合口韻 -WdN， 亜類は実体のわからない関口韻 -dN2を代表

Iの a.b.cは初頭の三類に別れる G1 a. b. c. H.童

合口韻 -WdN関口韻 -dN は韻図第一段に，
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は韻図第二段iこ， -dN2 は第三設にそれぞれ配置されている G

反切下字 Ia高=侃 -dN Ib r&ー 脱 一 瞬 ] -<}N 

Ic鉱=花 -<}N Id 今 ニ 或 -<}N 

E ZA=特 一曹<}N

車;投ご昆 -<}Nz 

反切上字をもとに声母と韻母の連続関係を表示する O いまの資料によるi浪り，

上声韻には合口の形式はない O

J1| 重
軽唇 舌頭 上舌 牙

強‘ 正 I!怯 涜嵐
唇 頭 歯

-<}N t-n- k- ts-s一 手-x- 1-z→ 

-W<}N w-勾v- t- s- 手-x-

-'<}N2 I k- iきh-

この中，無声無気音の p-t-k-ts-(関口韻)， w-t-ts-?一(合口韻)， k-(-<}N2 

No. 620 I冶 N

手W<}N

O 

tS<}N 

O 

O 

;王<}N t<}N p<}N 

O tW<}N w曹<}N

kaN2 O O 
o l<}N 
o zaN 
S<}N (平声15韻代表字)

S<}N (上声13議代表字)

16. 韻函16 平声16韻

韻)と流嵐音 1-呈ーの音節が韻

図に記入されていることがわか

るo Wーは実擦には仁MJ(?)。

韻図15を筆者の再構成形式に

よって書き改めると左のように

なる C

韻図16は，平声16韻の特定の音節形式を図示したもので忘る O 西夏語平声16

韻には，相応する上声韻はない o No. 620 (16a) の韻図第一段には，重唇・軽

唇音，牙音，菌頭・王歯音の枠に酉夏字が置かれ，二段目は牙音と喉音の枠に，

三段巨は，歯頭・正歯音と喉音の枠iこ，そして四段目誌歯頭・正茜音の枠に西

(9) No. 621 (13b)は，平声50=上声43の誤匿であり， (I4a)は平声51=上声44の韻密である O
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O !表需手 O 元専

i長 O AZ4i訟-、 。G 

ヨRλ)(.. Jddpt芸g O O 。

O 2患 O O G 

O 1rIL 事券 G ziiJ存与

ゴ亀 O 高え G O 

ヨ日えλ 支.-百~ 
O O G 

O 34Hみえ・ 。 。 O 

fJ~ ft母

論o支議
O 玄::7 

汗支

J読ヒ
支..... え-

午長』 該

No. 7192平声16韻

図16 平声16韻 No.620

O 青色 古券

o O 
τJョf， 、

No.623 六段百

|夏
i 五え

No.621 

夏字が記入されている O 六段目の流員音の

枠には上列の左右二字と下列の右側に西夏

字があり，下列の左側には丸印が置かれて

いる o No. 623 (おめでは流風音類の枠が

やや異っていて，上下列ともさらに丸印が

各々一つ加っている o No. 621 (山〉の韻密では，二段巨喉音の枠の字がj砥
になり，韻類代表字も違っている O そのほか No.7192に平声16韻の韻図が含

まれ，二段自の喉音の枠の字と韻類代表字のところが民o.621 と一致する O

この韻図はどのような西夏語形式を代表しているのであろうか。筆者は平声

16韻に， -IdN， _wldN， -IdN2の三つの韻母を推定している O

まず F文海Jの平声韻各小韻の反切をあげてみよう G

平部代声Z表Ul小字 F文反海明i 所F属毘小音j類 再形式講成

16. 1 ニIl;r之i島 fl民託正歯独 iitき-l<}N

2 古書 ~t 守辱重雇独 P-l<}N 

3 1主 j主す尊重唇独 ph-l<}N 

4 言俸 議持重喜独 m-l<}N 
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k-laN 牙146

kh-laN 牙独

kh-laN 牙独

司-ldN牙独

tき-laN正富独

治h-IaN正富102

き-ldNE歯 54

?y-laN 喉 5虫

}-laN 流風独

主-IdN流嵐独

k-曹 laN牙111

iきhー 曹laN正歯独

手y_WldND[定独

X-WlaN 軽唇独

?-WIaN 2長独

l-WldN 流風独

tS-laN2 歯頭独

tsh-laN2 歯頭 50

S-laN2 歯頭独

tS-ldN 醤頭独

リ
砕
託
詳
イ
時
支
訴
託
託
一
併
詳
匁
ほ
m
ム
絞
品
紘
一
調
鎌
誇
落
-
菰
幻
政
弘

詑
銑
夜
銭
批
政
宮
山
『
疏
詑
広
怒
胤
綴
焔
低
務
鉱
業
韓
外
品
必

ん
批
説
的
請
託
統
湯
引
政
弘
け
=
茎
弘
毅
経
常
忽
筑
一
昭
一
級
芹
篇
縮
局

5 

G 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

tsh-IaN 歯頭独25 

最初の小韻と最後の二つの小韻 (24と25)上記の反切の下字を帰納すると，

つぎの 1.H. I類にまとまる O

-laN まえー支一括ニ訴
一ー

ゴj5-3Z一統ご nm

を除いて，

反切下字 I

一曹IaN

議=裁

立

-IaN2 直

反切下字 I類は関口韻 -IaNを代表し，韻図の一段自に置かれ，

韻匿の二段自に位置する o I類は， -IaNzで

反切下字 E

可

t
A
斗・

類誌それにあたる合口韻一曹IaNで，



表記したが，乙れは歯頭音と連続する音節に限ちれる O したがって，声母との

分配関孫を考えるととくにその韻母を -IgN2 と表記する必要iまないけれども，

上述のそのiまかの韻類とのつり合いと韻函においてそれが四段目の位量に置か

れているところから，その上?文海』の小韻の配列}!買序から見て，その形式を

-IgN2 としておきたい。最初の小韻は反切表示ではなく桜託法 nlー偽N=

註t訂gNを意罰したものと考えられる G その注にく経典真言〈詑羅尼)中に用う〉

とある。 iまじめの文字は絞と同音であり， N吋 21，No・7192の韻図の代表字

を蔽亥と書いているのは，このおきIgNを示しているものと考えたい。最

後の二つの小韻にあたる筑と先は共に漠人の姓を表記するために作られた

字形であるが，一般に外国音の音写iこ転用されている O

ーキ骨』

『文海JのIJ¥韻18~支は『詞音」では(新坂， I日版共)軽唇音類独字に属し，

く地名〉の注がある c しかしその反切上字婦は喉音類に属している O これは

西夏語において x-と fーが相通する関係にあったことを意味しているのであ

ろう o fーには，再唇摩擦音φーを推定した方が適当であるかも知れない。

関口と合口の形式はつぎのように対立するが，平声16韻の文字にiまく部姓，

人名，地名，真言〉などの音写文字が多い C

主じ kl~N く部姓(金)，地名〉 指え kw'í~N く漢語の君〉

22L t泊l~N く部姓，地名〉 最 tSh曹i~N く再審〉

三5重λ1.、 手yi~N く部姓(寅)) 1込 ?y曹i~N く部姓〉

百呑 li~N く真言〉 ー一 lwi~N く真言，人名〉百闘

平声16韻の韻母と声母の配分関孫を表示する G

ぷTl重
軽唇 舌頭 ご上レ5二 五二 歯 五 Ii侯 流風

唇 頭 歯ー

-l~N k-kh- ts-tきh- 手y- 1-z-

ロ1ー 1)- き-IIts-

_wi~N (f-) k- :き:一 手y-x-

?-

-i~N2 ts-tsh-

s-

-48ー



平声16韻の韻母は，したがって， (軽春音，)舌頭音，舌上音とは，全く結び

付かないことがわかる G

No.620 I O tSlaN kIaN O plaN 

手y曹 IaN O k曹 IaN O O 
手yIaN tSlaN O O O 
O tsIaNz O O O 

l曹 IaN HaN 

O 主IaN

tSlaN (平声16韻代表字)

平(声〉

韻図16を筆者の再構成形式に

よって書き改める(左図)。

No. 621， No. 7192の韻図で

-V曹 IaNの替りに記録される/母

は平声30韻に属し，音形式立

swiであったかち，この位置に

入れるのは誤りであろう C

17. 韻図17 平声17韻・上声14韻

韻図17は，西夏語平声17韻と上声14韻の特定の形式を密示したものである G

No. 620 (16b) の韻図では，第一段および第二段の重唇・軽唇音，舌頭・舌上

音，牙音，歯頭・正歯音，喉音の枠すべてに西夏字が置かれている O 第三段自

議定4易安与

Ht 長~再;.. 夫被

O O O 

。o強d長
集。
;ゑ
Y乙争'J 

ヌ)ヌ;
震仁 支乙

菊 O 

に辻舌頭・舌上音の枠に一字が，流嵐音類の

ところは五段目上下列右側に各一字と六段自

の上列に一字がそれぞれ書かれている O

No. 623 (20a) は， No. 620 と一致するが

No. 621 は，三段目舌頭・苦上音の枠の字が

22であるのと韻類代表字が達っている。

さてこれらの西夏字がどのような西夏語音

節を氏表しているのであろうか，筆者は平声

17韻・上声14韻に辻二つの韻母，関口韻 -an

と合口韻 _Wanを推定している O

『文海J平声17韻の各ノト韻の

反切とそれに栢応すると考えら

れる上声韻形式をつぎにあげよ

No.621のう G

国17 平声17韻・上声民主HNo. 620 韻類代表字

平声韻小 F文海J Ir同音J
韻代表字 反切 所属小類

17. 1 守; 夜絞重唇 96

再構成
形式

p-ofi 

-49ー

上声韻小 『同音J
韻代表字所罵小類

議 重唇 独

再構成
形式

p-ofi 



ph-ah 重唇 60

ph-ah 重唇 60

mb-ah 重唇 52設
夜

mb-ah 重 唇 独

m-ah 重唇 78m-ah 重唇139

舌頭109-110t-ah 

th-ah 舌頭 21
~.).ι 

1~ th-ah 舌頭 22

n-ah 舌頭 53

k-all 2 牙

kh-all 牙155

h耳-ah牙 35

散
2

枕
端
統
泊

n-all 1 舌頭

n-all 舌 頭独

k-all 2 牙

鍛
綴
れ
一
桜
『
滋
扱
弘
被
叡
殺

訟
殺
者
粍
一
等
摘
庇
殺
を
該

え
ノ
JAZz金
支
ベ
ヰ
支
}
民
ユ
ヲ
A

良
布

3
市

Z
4
2
.
m
γ
J
2
3
2
4

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

kh-Oll 牙15511 

ヨ-all牙 98弓 all牙 98

ts-all 歯頭113

tsh-ah 茜頭 161¥-3 

i蜂

tsh-ah 歯頭 17

s-all 歯頭 18s-all 歯頭 18

s-all 歯頭 独

フーall取 91策
4

佐
川

?-ah 喉 11

x-all E長 65x-all 喉 93

手-ah段 12

l-all 流嵐5-6jSじl-all 6 流民

l-all 5 流嵐

き-ah流嵐103百も

~Â 
副首

主-ah流愚103

埼v-wah軽唇独勾v-胃all軽唇 22

t-wall 吉頭168iー官all舌頭 独

k-wall 牙 22

khー曹all牙 89信じkh-wah 牙 88

ts_wαII 露頭111

tsh-Wall 歯頭 独

S-Wall 

手ー宵all

歯頭106

喰 34

政
ム
私
滋
弘
毅
孜
該
芯
荻
弘
免
れ
託
一
刻
脇
一
矧
砿
ゑ
忽

忽
税
減
つ
級

J

忽
批
挙
殻
蒜
隊
郎
九
一
忽
会
支
持
掘
調
和
気
蒜
競

み
取
鮪
山
初
挑
茶
話
該
一
死
双
山
拠
拡
託
一
郎
紙
読
-
混
成
純
一
嫡

12 

13 

14 

15 

16 
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18 
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20 
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22 
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24 

25 

26 

27 

28 

29 
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31 イ支 労サ0メ1ふZ‘ 喉 61 x-wafi 111 喉 76 x-wofi 

32 箭キ 局長~~ 牙134 司曹-afi2

33 -54み2・t え氏系 舌頭独 n-afiz 

34 指去 !庁fL~主歯頭ロ tsh-afiz 

35 官主 ;i12弘歯頭日 s-afi2 

36 ~l 記官主流風 l-afi2 2主流風 97 トα長2

『文海Jの平声17韻に所属する小韻はかなり多く， 36類に分けられている G

しかし，その中には当時の形態よりもより古い形式を根拠にして弁別したた

めか，そこに与えられた反切による限り 2つの小韻が同じ苦節であったとせ

ざるを得ない場合が含まれているのである O 小韻 2と3の反切上字ほ同じく

平声 1韻の同じ小韻に属する phuであって，全く区別がない O また『同音』

の所属小類も同一である O 小韻 8と9も区別がなく，その反切上字は系聯し
ふ韻 9 小韻8

pj紘一気七一j花1共に nーを代表するから，小韻 8 nan，小韻 9 nanと

なる。小韻15と16も毘じで，反切上字縁と縁は，改組明記で同じグ

ループに入っている O ふ韻20と21の茨切上字も自己一類に入り桔通する c

蒔→彰もしたがって，それらはいずれもは却の反切による限り，仮

空の弁別にすぎないように見える O しかし，古い形式上の対立を反映した声謂

の対立，平声と平去声を根拠iとこの小韻を別けたものと推定したい (cf.p. 100) 0 

上声韻司an~とは対立する hlJa長があった O

ー与品
漢字表記チベット文字表記

牙98 I~ lJofi くから〉 子化 lJofi く卵〉 。我 dngab. ngab. 

牙35 却も hlJofiく我〉 d立昆 hlJofi く部第五姓子〉 遍軽 nga nga註

この二形式は漢字表記で弁別されている O 後者には上声韻字のみで，平声韻

字がない O

『文海雑類Jにも平声17韻・上声14韻の音節をもっ文字が登録されている O

ー言ヲ -~ ーさ喜似 長ぇドi宇 hlafi (平17) く火をつける〉

jzi i散51じ ndzofi (平m く測る〉

F文海J平声韻反切下字は，つぎの 1.H. I類に帰結できる o 1 a とIbは
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声母との連続関係で補し 1合っており， 1類;ま関口韻 -ofiを， n類はその含口

頭一百五を，董類は他の韻類と同じく -ofi2をそれぞれ代表する O

反切下字 1a 筑→訣ご 72A=萩←私←絞←れ←託

Ib殺(議)ご孜改良〕

豆 iw ;:コ忽←拡← )ltl

m ~喜ニ'n.

-an 

ー曹an

-an2 

反切下字 1類をもっ文字は韻図の一段自に， n類をもっ文字は二段自に置か

れている O 流嵐音類の枠の三段 ê~こは，反切下字車類の文字があるが，舌頭音

類の三段自の文字は『文海~ u同音J共に登録されていない O しかし，その文

字は to九を表記しているものと推測できる O

平声17韻・上声14韻の韻母と声母の連続関係を表示する G

何
日

重
唇

軽
唇

平
日
頭

舌
上

牙
歯
頭

正
!蛮

立長 流
展

-an I p-ph-
mb-m-

t-th-

勾V- 4
a
t
 

k-kh- ts-tsh-

I)-h吉一 s-(ndz-) 

k-kh- ts-tsh-

s-

。官一 tsh-sー

?-x- 1-z-

(h1ー)n-

_Wafi. 
事-x-

anz n-

tsan kafl tan pon これらの韻母は，舌上音，iE.

ts曹afi. kWafi. tWafi. ll)V曹α良 歯音とは全く連続しないことが

O O tan2 O わかる O。lafi.

o zafi. 韻E塁打を，筆者の再構成形式

lanz によって書き改めると左のよう
/¥「Jil 

になる o II)Vーは，すでに wーに
xafi. (平声17部代表字)

xafi. (上声14額代表字) なっていたのであろう (cf.(上〉

107頁)0

No. 620 I市長

戸 αa

O 

18. 韻匿18 平声18韻・土声15韻

韻図18は，西夏語平声i18韻と上声17韻の特定の音節形式を図示したものであ

るo No. 620では第一段百の重唇・軽害者の枠，牙音，歯頭.jE歯者の枠にそ

。白
F
D
 



O 3」宅脅.J 芳生 O み喧ケに

O ñ~ 忽 。。

。。誠。

党

~~t 

図18 平声18rm・上声15韻 No.620 

平査員代声査表員4字1 『反文切海』

18. 1 五五色 25支え
2 2草 受え:;乙
3 え~nえl ~~仁秘
4 薮 ?語tfJ~ 
5 1Jt 芝多岳よ二日Zえ2、

G 活乙 →j員+ト~TIーλ'哩、

7 24t 2- ZE;ζ 
8 存え 1~îた
9 キ7抄乙・ 録 l~
10 各支、 説ぎ長
11 IT~， 笹グ~ofiえλ 

12 言Zi 落百受
13 をあ jf訴
14 取t ?話 ñ~
15 百五 妻女:~

れぞれ一字が書き込まれている O 二段自には，

牙音と茜頭・正歯音の枠にそれぞれ西夏字一

字があり，流愚音の枠には上列右艇に一字小

さく書かれているのみで，上列左制と下列左

右には丸印が記入される O 筆者は平声18韻・

上声15韻には，二つの韻母関口韻 -aとその

合口韻 _Waを再構成する o No. 623 (20b) 辻，

No. 620 と合致し， No. 621 (15b) は，平声

韻の韻類代表字が欠けている O

f文海Jの平声韻各小韻の代表字とその反

切そしてそれちに相応する上声韻形式をつぎ

にあげる O

所f属同小音J類 再形式構成 上韻代声韻表小字 所『属同小音J類 形再式構成

重唇 67 p-a 

重唇 54 ph-a 1手 重唇独 ph-a 

重唇独 ph-a 

重唇独 mb-a 務重唇独 rnb-a 

牙 G k-a j妻 牙 5 k-a 

牙 独 kh-a tZHiE t 牙 48 kh-a 

正歯115 t8-a 

JEi塞 36 tsh-a 

五歯 き-a おも正歯独 き-a

喉 48 事-a 君主喉独 手-a

日長 1虫 x-a 

流展102 l-a j弘 涜嵐 独 l-a 

牙 165 kー曹a

牙独 kh-曹a

正i歯独 iきー曹a

- 53ー



16 設 格35i 正歯 tsh-曹a

1n 正讃独 きー曹a

17 奇百 協筋 喉独 手_Wa

18 1，当nιAE 主主55j E長 5虫 x-Wa Z存 E民1虫 x-Wa 

19 多毛 )~t薮~fす牙独 khamba 

平声18韻の反切下字を整理すると， I類と I類の二起に帰納できる G

反切下字 I 花一九→ j~. ニ誠{初) -a 

立務→会民ニ箭 一、

Iは関口韻 -aで韻図の一段自に， H ~ま合口韻一、を代表し，韻図の二段自に

配置される O

たとえば関口韻音節と合口音節の誌につぎのような対立がある O

柔尚く粧〉

口元 的〈人名〉

霞 倣 a く色美しい〉

設附a く慢掠〉

上声韻1Iiには合口の形式 SWaを推定できる O 乙れほ，漢語期を信用した

形であろう O 同じく合口の xWa ，ま，漢語華や花の表記に捷われる O

最後のふ韻19は，反切表記ではなく口口合と記されているように，二つの文

字を合ーした形式がその発音であることを示している O 上字 kha と下字詰ba

を合わせて khamba と読んだのであろう。

F文海雑類~ ~こは ii 訟鉱山15)ndおく逆立つ〉が登録されている。

平声18韻・上声15韻の韻母と声母の連続関孫を表示する G

JT| 重
唇軽 頭舌 上舌 牙 頭菌

正
R長 流

唇 歯 嵐

-a k-kh- tき-tきh- 手-x-

mb- き_(n辻堂一)

曹 a k-kh- tき-tきh- ?-x-

き-ω

この韻母は，軽唇，舌頭，舌上，歯頭の各声母とは連続しない O また流嵐音
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No. 620 ka 0 pa 

kWa 0 0 

o la 
o 0 
S3 平声18韻代表字〉

釘 (上声15韻代表字〉

の声母は 1-一種で， しかも関

口韻に限られている事実も，韻

図の上によく反映している G

韻図18を，筆者の再構成形式

で書き改担うると左のようになる O

。。
tき1

ts曹a

19. 韻図19 平声19韻・上声16韻

韻図19~ま，西夏語平声19韻と上声16韻の特定の形式を図示したものである O

No. 620 (17b) で誌，第一段の童唇・軽唇

音，歯頭・正歯音と喉音の梓に酉夏字が，

二段目 iま牙音の枠，三段呂は歯頭 .JE歯音

の枠にのみ文字が書かれ，それ以外には丸

印が置かれている O 五段邑の流嵐音の枠に

は，上列右側に酉夏字一字があるのみで

上列左側と下列左右には丸印がある o No. 

623 (22a) と N.621(16a) もこれと同じ形

を示している G

まず『文海Jの平声韻の各小韻反切とそ

れ.に相応する上声韻形式をあげてみる O

1脅E市定 O 。2院と

O O 5ij 。 。

。Zや ぐコ ぐ〉 。

。。説。

与野
却キ焼え

図19 平声19詔上声16韻 No.620 

部平代声韻表小字 『文反海窃j 所f属同音小類J 形再式講成 上部代声韻表/字J¥ 所F属同小晋J類 形再式構成

19. 1 泊先 線形ヒ軽唇 30 W-la 

2 好仁 粍;lot 軽唇独 勾V-la

3 niた filfi言及 正選 22 tき-ia

4 ?i~ 人 口総 正菌 2 iきh-la 11告 正歯 1 1きh-la

5 3三f客日 ロロ 正歯 14 き-i:a

6 命 ~税 正禽 13 S-la 支叉 正醤 14 き-la

- 55-



7 ~} 絡獄仁喉 73 x-la 合 n侯 39 x-la 

8 苅，・....1陀， EAA圃会...得~ 流風 43 1-1'a ォ峰涜風 43 1-1a 

9 lit Ü~支 牙独 k-曹 132

10 口3支 正歯独 iき-i32 2を 正歯112 nd~-I32C?) 

11 要事 1言ヌ中 正歯 30 tsh-i32 支払 正歯独 t8h-I32C?) 

「文海』のこの部分のテキストが一部欠けているため，反切と所属字が不明

なところがあるが，反切下字はつぎの I類と E類に帰結できる O

反切下字 I 姦{議)ご首長(11花)←枕(oiわ 淵t -1:3 

豆ぁ支(議)ご紳 -la2 

I類は韻図の第一段に配置され， n類は第二段と第三段に置かれる O

I類の反切下字は， kーと ts- と tぬ n也ーのみに連続するが，その中の無

声無気音 *kla とt訂aを共に韻図の第二段に並べずに， tslaを三段に置いたの

は，やはり *klaは合口韻であって，正歯音tS1a2とは等韻ではなかったことを

示している O この韻国上の配置は小韻§の皮切上字に合口韻字が使われている

ことかちも支持できる O したがって，小韻 9の形式は k寸a2 とした。

?文海雑類』には，m ， ntll 鎗放 ndきIa2(平19)，議L，蔽 ~1ゑ
nd主Ia2(上16)，桧 披玖 tきhla2(上16) が登録されている O

この韻母と声母の連続関孫を表示する O

ぷ71
重

軽唇 舌豆長 上?号 牙
歯 正

015ミJ言 頭 }蜜

-}3 w-勾V一 t8-tきh- x-

s-

-}32 t8-tきh-

nd~-

流
風

-wi32 k-

平声19韻・上声16韻は，重唇音，舌頭音，舌上音，茜頭音とは結び付かなか

った。また流風音誌 lーのみであった G その事実は韻函の流嵐音の枠内の配置

:こ反映している O

C
U
 

F
h
u
 



韻密19を筆者の再構成形式に

よって書き改めると，左のよう

になる O

wla'ま，すでに fra[φraJ(わ

であったと考えられる O

No.620 I x1a tき1a O {。 Wla 

O O k曹 1a O O 

O ts1a2 O O O 

o lIa 

O O 

き1a(平声19韻代表字)

き1a(上声16韻代表字〉

20. 韻圏20 平声20韻・上声17韻

教 ゑ政?反務 子診
O 溺主3弘- 。O O 

Q Jl:む O 。O 

。11M.。O

主今
D 

1ft 
美ゑ

韻図20は酉夏語平声20韻および上声17韻の特定の音節形式を図示したもので

ある o N o. 620 (18a) では韻図第一段の重唇・軽唇音，舌頭・舌上音，牙音，

露頭・正茜音，喉音のすべての枠に酉夏字

が書かれ，二段目と三段目は，露頭・正富

音の枠にのみそれぞれ一字記入されて，そ

のほかの枠には丸印が埋められている O 流

風音にiま五段目と六段目中央の枠を使い，

五段目上列右側に一字と六段自上列中央に

一字，合計二字が書き込まれ，上列左側と

下列左右二つ，それに六段目下列一つにそ

れぞれ丸印が入っている Q

No. 621 (16る)は，二段目はすべて丸印

が入り， No.620の二段呂と三段巨の歯頭

・正茜音の枠に書かれた文字は，三段目と

四段自に移される O そして，流員音の六段

巨の枠の下列の丸印がない O

圏20 平声20担・上声17誤 No.620

国

No.623は，流嵐音の六段自の枠が五段自

の左側に移され，もとの位置辻線で四角に囲っている O

平声20韻よりはじまる No.624では流麗音の IJ殻
にかわって， "乏が書き込まれる O しかし，この文字

は『文海Jにも『同吾iにも含まれていない O

まず『文海Jの平声韻各小韻の反切とそれに相JZす

j'} 0 I}援
o 0 0 

No.623 五段目六段呂 ると考え与れる上声韻形式をあげてみる O
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平部代声i部表小字 『長文切海』 所「属同小音J類 再形式樺成 上韻代声部表小字 所『屠同小音』類 再形式構成

20. 1 ち衣 ~f 宗乙 重唇 46 p-an 豆艮メよ、 重唇 45 p-an 

2 ~~ 1dti針} 重唇 49 ph-an 

3 d氏 喜21fと 重唇 14 m-an 

4 j託 ~I)磁 舌頭 28 t -an 

5 浮E 持 政 舌頭100 ih-a良 与も 舌頭100 th-an 

長玄 舌頭独 nd-an 

6 者 ね銭 舌頭121 n-an おt舌頭121 n-a長

7 践 lfL.1ろ 牙独 k-an 

;丹乙 牙115 kh-an 

8 Itnl 常3晃 牙139 IJg-an Ajι弁歪 牙139 IJg-an 

9 τ-4a F ;i:zfL 指頭 48 is-a11 

10 ぞゑ 三金Z晃 i者頭独 ish-a長 λ~ 7. 父、 指頭 55 tsh-an 

11 4支+忌，、 家1/晃 歯頭114 s-a11 全長 菌頭 74 s-an 

12 I¥tえ 4ぇRtt i1i完14 サ-an 7L4えJ nfk 14 手y-an

13 iiE 整会託 涜j誌独 l-an アA〈f十fT- 涜嵐154 1-a11 

14 11該 事2持と 流 愚独 l-afi 

15 三21手1え・ 2笈孫1}歯頭 独 三-pafi

16 そ芝 手主 1~子 菌頭110 ish-afi2 

17 茅み 駁tzjえ 流嵐164 l-afi2 

以上の反切下字を帰納すると，つぎの二類に分れる O

言E(俗 ---.j民一般--~(i富)ご耗(義) -a長

持もノ
/ノ

初l({言)
E ぞ支 = Z今 -a長2

I類は関口韻 -afiでdsり，韻図の第一段に配呈される o 1I類は韻図の位置

かち見て合口韻ではなく -a九とすべきであろう o -afi2は最後の二つの小類に

限 iられる o -afi2は，たとえばつぎの単語で -afi と対立する O

そをお tsafi (平〉 く暖かしウ cf. Wr.T. tsha-ba 
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'Ì~え 凶 an(平) く熱い〉 tshan 

与支幼an2(平) <温める〉 tshad-pa 

『文民ノJ\~貢13 と 14は実際に弁別された音節なのだろうかG 反切上字率と

識は，前者が後者の反切上字となり〈平声69韻)，互いに通じている。 したが

って w文海J平声20韻でそれらを弁別するのは，河らかの古い形態に基いた

ものと考えるより外はない G 筆者はその弁別を平声と平去声を根拠にしたと推

定している。一方 11喜lafi(平〉く来る〉は，ヌ今 lafi2く段〉と反切下字つまり韻

母で対立し，その対立誌上掲C韻図で流風音を初頭iこもっ音節を二蓮類弁別し，

五段目と六段自に分配しているのと相応するのである O

『文海雑類Jl ~とは， tsafi""ndzafi (平20) が三字登録されている O

郊暴 投iそ弘(平20) t叫~ ndzan (平20) く警〉

.みλ
苓~ tsan.......， ndzan (平20) く長大な〉

喜I~ tsan"'-" ndzan (平20) く胃腸〉

『文海』小韻15は反切ではなく二字を合一する形式

をもっていたものと考えられる O

ゑ 2該部 23=匂an(平20) く不杭〉

swin pa員会
(平11)(平20)

『文海雑類Jの中にも同じ音形式表記がある O

必 ZE 詠 13=同 〈平20) く舌〉

円 pan 合 Wr.B.hlya， Wr. T. lce 
(享67)(平20)

この三字には反切か

ら tsa主を再構できる

が，チベット文字註dza，

凶za己で転写され，党

語の jaの転写にこの

文字が当てられる事実

がある o また F掌中珠i

では，尼節(254)とロ拶

(342)の二つの漢字表

三己カtあるかち， tsanと

ndzanのこ形式があっ

たと推定できる。

平声20韻・上声17韻の韻母 -afi-afi2と声母の連続関係を表示する O

ぷきi重 軽 頭I"lτJ - 上斗ト三i ~二 菌 正
u設 流!晶唇 属 頭 函ー

-an t-th- k-IJg- ts-tsh- ?y 

立1- n-nd-(上〉 kh一〈上) s-(ndz-) 

tsh-

(きp-，lp-)
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No. 620 I 勺ran tsan kan tan pan この韻母は，軽唇音，舌上音，

E歯音とは全く連続しない。I (上17)
o tsanz 0 0 0 

o ? 0 0 0 1 

o 13fi 
o 0 
1an2 

o 
safi (平声20能代表字

san (上声17話代表字

韻図20を筆者の再構成形式に

書き改めると左のようになる C

二段目の文字は， tshafi2に対す

る無声無気音の音節を示したも

のと考えたい O

21. 韻図21 平声21韻・上声18韻

韻図2Uま，西夏語平声21韻と上声18韻をもっ特定の音節形式を図示したもの

である o No. 620 (18b) では，第一段目 iま牙吾と歯頭・正歯音の枠に，二段目

は歯-頭・正茜音の枠にそれぞれ一字入っている O 三段目は舌頭・舌主音と喉音

G 芳陀 説、 。O 

O 雄a O O O 

骨:2予当 O 。原3 O 

。O O jl~ O 

。j~~

o~ 

5す
支良

国21 平声21韻・上声181mNo. 620 

，- ー匙J.-.

。~久 え三:

言夕、

o 0 得J

No.624 

の枠に一字づつあり，四段目は舌頭・舌上音

のところにのみ一字書き込んでいる O 流嵐音

の枠では，五段自に二字と六段目の右側に一

字の西夏字がある G

No. 624は， No.620と流風音の枠が少し

異り， No. 623 (24a) には韻図本体の欄外に

G 衆院 O O 

G 。兎 。 。

f2F竺3主 G O 百5 O 

。散
o O 。技官 O 

。
支己 。 て〉 O J=W ~支
O 。匁.-..... 絡ι 

J妥Z当fEl 

。今。
三lRーA・ふKー 持
。舎 ，tMfd 持、

No.623 No. 621 
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書き込みがある o No.621 も二段目と四段目の西夏文字が相違し，五段自に二

字追加されている O

筆者は平声21韻に二つの韻母 -Ianと-Ian2を再構成した o -Ianは韻図の第

一段と二段自に， -Ian2 は第二段と四段邑に置かれている O

『文海』の平声21韻の各小韻の反切とそれに相応する上声韻形式をあげてみ

るG

平器代声表韻小字 『文反海切i 所F罵i司小畜j類 形再式構成 上韻代声表韻小字 所『属同小音』類 形再式構成

21. 1 自主 21i4記え 丹コ三う 牙独 k-ian 

2 考iE 務 E主 牙独 kh-ian 

3 元花 -r~色 正歯 99 iき-ian

4 7今 長た%~ 正歯 12 tsh-lan j弘正歯独 tきh-lan

5 鋭 1，誘 正函 77 き-Ian ー章...r.受- 正歯 77 き-ian

ヌ柔 正 歯独 き-ian

5 活i -EZえ』 4三位FB4 舌頭独 t-ian ~t 舌頭独 t-ian 

7 ;枕 庇議 舌頭138 n-ian 

s 骨コ主3会 1ft諮t E侯独 手-Ian ヲjゑ [1長 29 手-lan

Jよ44d人J』 、、 流172 l-ian 

浮 流独 ま-ian

.夫メλ子 舌頭171 t-i:an2 

9 之ろゾ抱ザ」 1"J也 正歯 72 き-ianz

10 彪』 胤危 正歯 独 tsh-ianz 

1艮 流嵐独 hl-ianz 

以上にあげた反切の下字は，つぎの二類に帰納できる o 1類は開口韻 -Ian

を代表し， n類はやはり関口韻 -Ian2 にあたる O

反切下字 1 Jおー→議ニ21iuj祇) -ian 
/ 

従

豆 j危=包jj俗 -lan2

小韻 2 の誌は上声韻で f文海雑類』に登録され ~t 議 klan (平20) の反
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切をもつから自主=夜の系聯を補える c この反切下字は牙音の声母に限っ

て夜われている O

平声21韻・上声18韻韻母と声母の連続関係を表示すると， この韻母は重喜音，

軽唇音，それに歯頭音と辻結び付かない乙とがわかる G

〉刷母T¥¥母!l 

重 軽唇 舌頭 上告 五- i事 E 流
唇 頭 誌[ 嵐

t--n一 k-kh- 18-tきヲー 手 l-z-

s-

iョfi2 tき九一三一 hl-

No.624は流風音のセットを

O hlra長2 l'iah 

C O 主'iah ととらえ，

No.623は No.620 と 621 は

hHafi2 liafi o hliafi2 llafi 

o zlafi O zlafi 

と見ている o No. 621 は五段目に-'iah2 を置き

P!場 11官 メ字芳入 =今 生テ入

trah2 tlah2 のように一行呂に余分の一字を書いたものと考えたい O

なお No.623の欄外の文字は政 yq(上56)く十)， ~乙Il)vwoh>wofì (平17)

く部娃)， 諮問{上57) く放つ〉で，近飢した主母音を示している O

民0.620I 0 

O 

?lafi 

O 

t81a長 kiafi 0 0 
t81a112 0 0 0 

o 0 11a主 O

o 0 tfu112 0 
o hl1afi2 l1afi 

O 訂拍

手iafi 平声21部代表字〉

寸afi 上声18ffJi代表芋)

22. 韻函22 平戸22韻・ーと声1ヲ韻

韻図21を，筆者の再構成形式

によって書き改めると，左のよ

うiこなる O 二段自の花は施

sIah2 ~こ対して作った誌rah2 の

文字であろうか。舌頭音の四段

自の枠の文字は '1守に該当する

後代に作られた字形であろう Q

韻図22'ま，西夏語平声22韻と上声19韻の特定の音節形式を国示したもので，
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O 1存 O 

G O 骨会4λ式、

ji oO AO 脅

裁を
柔

。時
No.620では第一段の重唇吾・軽唇音の枠と

歯頭音・ iE歯音の枠に西夏文字が入っている O

第二段自は牙音の枠に，そして流風晋の枠に

は，上列右側に酉夏字一字があるわみで，上

列左側と下列左右に丸印がつけられる o No. 

623 (27a) C平声23韻のあとに震かれるJ，No.624 

(5b) と No.621 (l7b) いずれも内容に桔違

はない O

筆者は，平声22韻・上声19韻の韻母として，

関口韻 -owと合口韻ーもw を再構成した

し、 G

『文海iの平声韻各小韻の反切とそれに相

応する上声韻形式をつぎに列挙する O

図22 平声22韻・上声19韻 No.620

韻平代声韻表小字 『反文海切』 所F属同小音J類 形再式構成 上韻代声器表i小字 所F属同小音』類 形再式構成

22. 1 1桑. 務忽 重唇独 p-ow 

2 2含 2三2巴三I2えL 重唇 95 mb-aw 

3 議 ~Nk ~，会 舌頭120 t-aw 

4 乏A 手- ヲ初孝出子メ~~スF 舌頭 独 th-aw 首jt 舌頭 独 th-aw 

5 fI~色 {j昆ベ4争λ 吉頭独 n-aw 夜間出 n-ow 

6 台え f，t ~支 牙138 kh-aw ヲTr」 牙独 kh-ow 

7 日会 鉱必 歯頭独 ts-aw 

8 j設 存格歯頭独 s-aw 

g 庁 主今0七1十有=人1. 流嵐 55 l-aw 

10 骨~λ夕、 を君主牙独 k-waw 

11 4-61 忌も- 議再交 ヨ'.i虫 kh-waw 1)託牙独 kh-waw 

以上にあげた反切下字を嬉納すると， 1類と E類に別れる o 1 a とIbは補

い合っていて関口韻 -owを， H類は合口韻 _Wowを代表したと推定できる O

反切下字 Ia Z (tt) ご 私 1 b 格ご j)失 -aw 

一日一



EZ会ごすt -~WQW 

I類の反切がつく文字は韻図の一段目に， n類の反切は第二段自にそれぞれ

配置されている O

これ与の韻母と声母の連続関係を表示すると，関口韻は軽唇音，舌上音， lf

歯音， 0侯音と結び付くこと誌なく，合口韻iま牙音とのみ連続したことがわかる O

J11 重 軽唇 頭舌 上舌 う4二 l選 E 
I1長 流民

唇 夏員 ;事ー

-aw I p-mb- t-th- kh- ts-s-

n-

_Waw k-kh-

流嵐吾iこは 1-ー還のみであった事実法，韻図の配置と合致する O

この合口韻をもっ文字は，つぎの三字に限ちれる O

3会 k曹aw(平)r文海J注 fkwawとiま西夏語也，漢語の pan己(鉢子?)也J

え kh曹aw(平)r文海』注「悪魔を到す也，音を以って凌害するの意」

j段 kh可 w (上)く朽ちる〉

No. 620 I 0 tsaw f¥ー「ノ3 O paw 韻図22を筆者の再構成形式に

O O k曹aw f¥，¥ e O よって書き改めると，左のよう

o law になる O

o 0 
khaw (平声22韻代表字) paw魚、はズ義、の誤写。

khaw (上声19韻代表字〉

23. 韻園23 上声20韻

韻図23は，西夏語上声20韻の特定の音節形式を国示したものでるる o No. 

620 (19b)では，第一段は歯頭音・正茜音の枠に，二段目立舌頭音・舌上音の枠

にそれぞれ一字を配蓋し，三段目は牙音の枠に，四段自は歯頭音・正歯音の枠

に否夏字を書き込んでいる O 五段自の流風音の枠には，上列左右および下列の

右側iこ丸印を置き，下列の左制のみに西夏宇一字を書いている o No. 621は二

一位一



o j緩 ぐ3 o O 

O 。。;す o 

o 。1民。O 

O み~号含 O O 。
00  務。

j数

jbt 

，〆

図23 上声20韻 No.620

段自の舌頭音・舌上音の枠にある文字が重

唇音・軽零音の枠に移されている o No. 624 

(6a) は No.620と合致し， No. 623 (25a) は，

一段目から三段自にかけて，重唇音・軽唇苦

の枠の右側に酉夏字が三字書き込まれている O

三段目の文字が pI邑〈平)く華豆〉と読める iま

か，残りの二字は不明である O

筆者は上声20韻に -aw と _Wawを推定す

るが，それに相応する平声韻は，

治

労

粍

。
。
。

酉夏語にはなかった O

上声韻の反切は『文海雑類J

に記録された二字以外はいずれ

もわからないために，その音節

形式を確実に准定することはでNo.623 

きないが，この韻図の枠組と

『同音Jの所罵小類を根拠として，つぎのように誰定した O

上韻代声韻表ふ字 所F属局小晋i類 形再式構成

上20. 1 害ヒ 重唇145 lTI-aw 

者反 正醤独 tきh-aw

え-piZh主 牙独 k-waw 

綴 芳独 I)-aw 

蔚i 正歯 81 き-aw

タ汚 涜E昆独 l-aw 

ζ3ー忌5Zd，え，. 正歯 85 tき_Waw

浸t 重唇147 lTI-曹dW

線 正j歯独 ぬ-aw

Jノベ雪ロ 舌頭独 t-aw 

1路 舌頭 58 n-aw 

このほか『文海雑類j ~乙上声20韻の字が二字記録されている乙とが，その反

切かる判明するの
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各民 ゑ者夜色aw(上20) r飼う古，水草に頭 を恵むの意也J(f文海雑類D

J.~/.. _L  ~晶画

!誌}、 1笈手伝 nWaw(上20) r点也，足の先端也J(r文海雑類J)

〈反切上字怒と霞;ま系聯するJ 局者』では前者は正富音類;ム後者辻舌上音類iこ属

する。)

上声20韻の韻母と声母の連続関係を表示する Q この韻母は，軽唇音， (舌上

音)，歯頭音，喉吾とは全く結びつかない O

首i穴|重
唇

-aw m-

_Waw ロ1-

No側 (3 tsaw 

O 

O O 

O 倍、w

軽
舌頭 舌上 牙

属

t-n 。一

k-

C O O 
Lノ)、 taw O 

kWaw O O 

O O O 

O O 
zwaw 0 

tSaw (上声20話代表字)

上〈声〉

24. 韻図24 平声f23韻・上声21韻

韻図24は，西夏語平声23韻と上声21韻の

特定の音節形式を図式したものである o No. 

620 (203)では，韻図第一段と第二段の牙音

の枠に各一字酉夏字が書かれるほか，五段目

流風音の枠の上列右側に一字あるのみで，一

段二段および五段目の上列左と下列左右には，

いずれも丸印が記入されてし可る O

おo.621 (18扮， No. 623 (25b) ， No. 624 (7b) 

は，この韻図と一致する C

菌 正 !I{去 流
匡員 調ー }瓦

tき-tきh-

s-n-

ts- z-

韻図23を，筆者の再構成形式

に書き改めると，左のようにな

るO

O G 閣iO O 

O G 4臨 O O 

。設
00  

会久

家ヒ

区24 平声23・上声21韻 No.620

(10) N o. 623 (26a， 26防法，流愚音来母日母の訟表である。
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F文海』平声23韻ノト韻および所属字数は多く iまないが，各ノト韻θ反切とそれ

に栢JZすると考えられる上声韻音節形式を列挙する O

平預声代韻表小字 F文反海切』 所『麗同小音J類 再形式構成 訟上代声韻表4字1 所F嵩局小音i類 再形構式成

23. 1 Z井 3ー2ノJZ6加1;;担 重唇 独 ph-o 

2 名百 1震ZS 重唇独 mb-o 

3 3長 122反 牙独 号-0

4 支義 薮依重唇 36 江1-0 訴と 重唇 36 江}-α

5 jlij 21212ヒ舌頭独 nd~o 

ち仁 Jせ4以女メヲI主日
--~ ----で~・-・ F町竺-ー竺耐唱曲ーー句圃'ーーー・『同駒『守・守ーー・-邑占晶-唱弓~姐圃噌『ー " 

6 流展開 1-α 

j場 牙 15 k-曹α(7)

乙の反切下字は，互いに系聯して一類をなしている。それを -0 とする G

既存f11~ ー丞 ~3良=沈ごタi青 -0 

韻図によると牙音の枠に関口韻と合口韻がるったことになるが，牙音独字の

平声の形式は別であって， 平声韻の中には koがない O 上声韻の牙音の形式

は，その小韻の記列]1震位かち見て，韻図の第二段に配置される合口韻 k可であ

ったと推定したい。効 萩 i隊 機枇託〈そして i反)
は，いずれも kもであった o (rl弓音Jl1自坂，新版ともにこの 7字は一類をなす。)

{会」与-
F文海雑類』にiむそのiまか平23韻に罵する一子かある O 級 殺:.~. (手m

soく測る也，措みて若干を送るの意>Cf文海雑類J)0 

平声23韻・上声21韻の韻母と声母の連続関係を表示する O

韻穴l重 軽唇 頭舌 上苦 牙
唇

-0 nd- 豆一

π}-

ー曹o k-

歯
頭

正
歯

5長 流
嵐

乙れらの韻母は，軽震，舌上，歯頭，正歯，喉の各音とは結び付かない G

韻図24を，筆者の再構成形式で書き改めるとつぎのようになる O

ヴ

s戸。



No.620 I 0 O kα O O 韻図の7厄と4院は，それぞ

O O }♂α O O れ平声の同と k可を代表し

o la 
ていると晃るべきであろう G

o 0 
ma (平声23tft代表字〉

ma (上声21韻代表字〉

25. 韻図25 平声24韻・上声22韻

韻図25'ま，西夏語の平声24韻と上声22韻の特定の音節形式を図示したもので

j存ゑ議
G 7怠稼

警号

滋t
る1

ム長久~ 多す

石え 番ん待，、

ある o

N o. 621 (20b) では，一段目と二段目ほ，

後者の喉音の梓に丸印が置かれる以外，す

べて西夏文字が記入されている O 五段自の

流嵐音の枠には，主列左右に西夏字二字と

下列左右に丸印が書かれている O

したがって，この韻類では，関口韻と合

口韻がかなり整った形で対立を示している

ことがわかる O

No. 621 (193)， No. 623 (27b) ， No. 624 

(7b)， No. 7192は，ときに西夏字の字形

に相違が見られるが，韻函における文字の

記置は，全く一致する G

国25 平声24市・上声22罰 No.620 まず f文海Jの平声韻各小韻の反切とそれ

lこ相応すると考えられると声韻形式を列挙しよう。

平間代声部表/字j、 F文反海切』 所F属司小音J類 再形構式成 上FJi声fti表m辻字、 所『属同音小J類 形再式構成

24. 1 急百 士行えλ 古伝え芳 重唇独 p-aN 

2 d;乙吉I~ 之λ会江λえ......乏再え・ 重唇100 ph-ON 

3 jjia 採2Z 重唇107 m-aN 

4 告í~ 鎖反重唇 78 mb-aN 

綴軽震独 W-ON 
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司
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芳
三
紅
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も

h
v
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L

ダメ

護
民
Z

民
除
問
主
た
ノ
ベ
λ
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ず
号
奇

キ
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昔
日
q

j

J
メ

時

1
A
H
ぷ
ほ
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4
J
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ブ
刷
似
品
品
会

8

9

0

1

2

3

4

5

8

7

S

 

1

4

1

4

1

4

1

4

噌

i

唱

i

1

ゐ

噌

E
A
-
-

Q
d

の
V

T

i

ワ臼

1

i

η

L

丹

'
'
u
n
L

Jι 
11え
杉
山
川
伎
は
ム

ι人

ノ
ノ
メ
-
F
H
H
H

占
ヲ
初

N
 

N

凶

悩

出

城

凶

悩

N

N

N

N

N

百

m

m

側

側

側

G

ト

d

-

h

ト

h

J

u

d

f

G

U

1

小

一

ト

-

一

曹

-

十

世

n

k

k

H

H

n

v

?

X

ト

b

n

k

u

n

v

x

L

4

虫

5

虫

5

虫

虫

虫

虫

虫

o

o

-

-

F

D

H

S

守

i

珂
Ad

可

i

r

A

d

I

4

市
民

Q

d

T

よ

ヴ

S

1

i

頭

頭

頭

8

3

頭

頭

頭

5

4

嵐

頭

頭

目

頭

頭

6

愚

舌

舌

舌

牙

牙

歯

醤

歯

咲

喉

流

舌

舌

牙

茜

茜

喉

流

家
家
-
亥
悠
必
減
収
mu-怒
託
該
政
萩
一
仏
荒
口
龍
誠
一
級

忽
翁
役
す
議
総
説
級
紙
謹
話
必
然
委
口
議
挙
誇

五!~喉独 x-aN 

花流風独 l-aN 

発舌頭独 ト曹oN

銭 舌 頭 独 n日 N

1-a犠独 X一%

上声韻4Z，11iは u司音Jl 113版では軽唇音独字に属するけれども，新版

では，乙の二字で一類をなしている O また『文海』小韻21は， If毘音J新版と

所罵文字は合致するが， r日寂とは桔違する。その関係をつぎのように表わせる O

F同音jIS版 喉音

『同音J新版

『文海』

殺 イ芝
¥一一一~戸一一ノ

61類

i134P …… ~ ;<1.:<. 

¥一一一ーへ・f 一一一一/

76類

m支 イ支 気支

二番目 の文字は信託 x弛ー訂ONく和尚(漢語))に使われるから， ~同音J 新

独字
新67類

被 侵 気Z
平24部虫 」一一戸一一J

平声17韻
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版よび F文海』の扱いの方が正しいと考えられる G 上声22韻の所罵字は少ない C

上記の反切の下字を帰納すると二つのグループに分れる D

反窃下字 I 援{協同玄←協l←-1良一託=32 -GN 

E 萩=骸←?龍一;怒号苓) _waN 

I類は関口韻 -ON を， H類はその合口韻ーもN を代表する O たとえば関口

韻と合口韻の関に，つぎの対立が見られる O

教h
taN く単衣〈裏なし)漢語単よち〉 ~ kaNく樹の名〉

希え tWaNく部姓，地名〉 ;該 kWaNく管(漢語))

11話isaN <散る〈漢語散'l) 殺七 xaN <部姓，地名，漠〉

3玲 sWaNく部姓〉 "1~ xWaNく真言中に使う〉

この韻母をもっ形式には，真言，部姓などの表音と， とくに漢語よりの借用

語を表記する文字が多い C つぎの文字もまたその例とできる Q

l五 ?aN く漢部姓ぽ))
4静喧ヨt ・ ・ー
5喜者ft: tきh査員-taNく契丹〉

母子 taN く灘〉
7吾U 五m~i 'g~Nl凶 く賀高i)

西夏語平声24韻・上声22韻の韻母 -aN_waNと芦母の連続関孫を表示する O

JTi 重 軽唇 頭舌 上舌 牙-
歯一 正

11段
j走

唇 頭 風

-aN I p-ph- w一 t-th- k-kh- ts-tsh- 手 X一

m-mb- nd- s-

一 曹aN t-nd k- ts-s- x-

これらの韻母法，舌上音，jE

No.620 I ?aN tsaN kaN taN paN 歯膏とは全く結び什かないこと

O ts宵aN k曹 aN 1宵aN waN 
がわかる C

i曹 aN laN 

O (寸J 
韻図25を筆者の再構成形式に

xaN (平声24部代表字〉 よって書き改めると，左のよう

xaN (上声22部代表字〉
になる O
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26. 韻函26 平声25韻・上声23韻

韻図26は，西夏語平声25韻と上声23韻の特定の音節形式を国示したものであ

表iO うえも
O O 2反

。
O 

1湾
勝

自 主一一一一

O ーj畠j及e:-

O d，=臣2包

るo No. 620 (21a) で法，一段目は重唇・

軽唇音の梓，牙音の梓と喉音の枠に西夏字

があり，二段目 iま重唇・軽唇吾の枠と牙音

の枠にそれぞれ一字が置かれている。流風

音の枠である五段目と六段自には丸印が一

つづっ書いてあるのみで酉夏字はない O

N o. 623 (28a) ， N o. 624 (8a) ば No.620

と一致するが， No. 621 (19b) とは，二段

目の西夏字が棺違する O

lo 0 編。免 No.621 

No.7192 

No. 7192 も翁 が書 かれ るが ，こ の文

題26 平声25部・上声23韻 No.620 字は平声39韻で弓gIefi.を掻定でき， この

泣置にあるのは理解できない。 ゑも歯頭音独字平声33韻 sε であるから，重

唇音の枠に置かれるのは明ろかに書き誤りである O

筆者は，平声25韻・上声33韻の韻母として， -aN と -waNを推定する O

F文海J平声韻の各小韻の反切およびそれに栢応すると考えられる上声韻形

式を列挙しよう O

平部代声韻表小字 F文反海切』 所F罵同小音J類 形再式構成 上tr-ヨ代声韻表小字 所『属同小音』類 形再式講成

25. 1 ~云善吾乙 祥晴 重唇103 p-aN 

2 設と 今L2i 牙独 k-aN 

3 ~f佐 徳武正指独 tきh-aN

zz 正措 26 nd~-aN 

4 Jfえ 112E 正歯 89 き-aN

5 It~ Îñ~m iE歯 89 き-aN

6 ~~ れIl市 E長独 手-aN 主治 11長独 ?-aN 
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j玩 軽唇独 w-aN

7 ヌ~\え7. 13iそ訪 問 7 k-曹aN

8 1Í~f える長 日住独 x-曹aN

ヨ 今f 京t3反 核独
手一曹aN

10 ー;キf+i許. ?哲三It正歯独
きー曹aN

f文海Jにおいて小韻 4と5は分別されるが，その反切上字協と交えを見

ると，互いに系聯する(平声28) から，実は同じ音節形式であったことがわかる O

したがって， LF文海J におけるこの弁別は何らかの古い形態に基づいたもので

あると解釈しなければならない O 筆者は，この弁別は古い形態を反映した声認

の対立，すなわち平声と平去声の対立にあったと控定する G なお複製本『同

音Jでは，正歯音小類89は 4字で一類をなしているが，その!日坂原本では，

その毘にノト円が入り 2宇一類が 2組になっている O 新版『同音Jでは 2字が

それぞれ独字の項目に罵し， LF文海Jの組織と一致する O

IS版 F同晋』複製本 11市 長花 持え ~\tと
平25 平25 上28 上28

IS坂 F詞音』原本 11m 事定 。丹え 訴と
平25 、".-一平ー一2ー5 上28 上28

新版 F詞音J I}市 Jfit Ri ぷ?と
平25 平25
1虫 1虫 上28

軽唇音のtJi2fLと→五本31は， I日坂『同音Jでは，それぞれ独字の項に罵するが，

新坂 f毘音』では 2字で一類を形成している O これも F文海Jの組識と合致す

るG

さきにあげた反切の下字は，つぎの二類に帰納できる o 1類は関口韻 -aN

を， n類はその合口韻 -WaN を代表するのである O

反切下字 1 1I事=務一定 -aN 

E どl1;:::=忽 -waN

韻圏第一段の文字は I類の反切下字をもち，第二授の文字は E類の下字でそ
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の音形式が示されている G

この韻類に罵する酉夏語にも漢語から借用された単語が多い G

家附くあ saN <山〉

JIえ kWaNく喪〉 等? 戸 aNく頑〉

守;+及+ き曹aNく問をかける〈問)) メ~長a乙」 waN <人名〈高))

1Í~T xWaNく神聖也，神遥也〈交))

乙の韻類の韻母と声母の連続関係を見ると，これちの韻母は，舌頭，舌上，

i者頭，流嵐の各音とは結び付かなかったことがわかる O

ぷオ 重
唇軽 頭苦 上舌 牙

歯ー 正
E長 流

唇 頭 歯 嵐

-aN p- w- k- tきh-nd~- 宇一

s-

一曹aN k- き- ?-x-

No. 620 I ?aN O kaN O paN 韻函26(No.620) を， 筆者の

O O k曹aN (。 waN 再構成形式に書き改めると，左

O のようになる O

O 
亨aN(平声25怒代表字〉

事aN(上声23霊長代表字〉

27. 韻図27 平声26韻・上声24韻

韻図27は，酉夏語平声26韻と上声24韻の特定の音節形式を園示したものであ

るO

No.620の韻函 (21b) では上回段と流嵐音の一段が夜われるが，一段目ほ牙

晋の枠，二段自己牙音と歯頭・正歯音の枠，三度目誌喉音の枠，四段目は歯頭

・正歯音の枠に， それぞれ西夏字が一字書かれ，そのほかの枠には丸印が入っ

ている O 涜風音の枠も丸印二つが上下に並んでいる oN o. 623 (28b)および No・

624 (9b) ば， No.620と合致するが， No.621は四段目の歯頭.lE歯音の梓に
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o O 穆2
O 2高毒七

主義 o 。
O 主tおH O 

O 。
j~ 

22t 

o O 

O O 

O O 

。O 

ある文字の下に，さるに西夏字二字が小さ

く記入されている O

筆者は西夏語平声26韻・上声24韻の韻母

として，関口韻 -IaN とその合口韻 -wlaN

を推定する O 音員函第一段と第三段ほ関口韻

のデlJ，二段目と西段目は合口韻の列である G

f文海Jに記録される平声韻各小韻の反

切とそれに相応すると考えられる上声韻の

音節形式をつぎに列挙する O

o ~雪。 。。
素泉 O

。
国27 平声26担・上声24ff完封o.620 No. 621 円段百五段昌

平部代声罰表小字 『文反海切』 所『属同小音J類 再形式構成 上nn声代部表小字 所『屠毘小音』類 形再式構成

26. 1 百ti 2E2凡iー訪、 牙独 k-iaN 

2 組 き広言語 牙 39 kh-iaN 牙 39 kh-iaN 

3 事完 そII~ι己 TI初~Â 自民 59 官y-iaN 252 官民 59 手y-laN

4 '1怒 常務Z正前 独 言-iaN

5 -占f匂fl』 詰Zヒ正由 独 II-i曹aN 話乙 正雨 独 II-i曹 aN

6 合ヒ 盆 偽 牙~ 3:虫 k-lwaN 41-言.，..ヒ 牙独 k-i曹aN

7 ;言仁 4il+まチ-支.-存J1 牙独 kh-l曹 aN

8 中 努tiぬ 牙162 弓g-lWaN 労元 牙162 弓g-1曹aN

9 
自3ゐr':窃f::‘ 

3日liiヲidd〉例土 E歯ー独 tき-iwaN

10 nt }丹 る乙~~ 正指独 iきh-}曹aN 員今 正 歯独 iきh-}waN

11 gー2PセJ/+主チ2主・F・ λ/，/..ヌ，え，C〉i丹ζ 歯頭独 tsh-iwaN 守市仰をζァ 茜頭独 tsh-}waN 

fa I鶏頭136 ndz-i曹aN

12 i治 去を批 刊誌独 手y-l曹aN

13 tMl 1¥忌筋 舌頭 独 nd-IaN 
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以上の反切下字を帰納すると，二類になる o 1類は関口韻 -IaNを， n類は

合口韻 -1曹却をそれぞれ代表する o

反窃下字 I 3発-ーーーーーーー-4
-恒国園圃固目-

ーーーーーーーーーー-
e一一ーー一ーー

認安

治七

-laN 

宜鈎 -1曹aN

この韻類に属する西夏文字には，漢語からの借用語を表記する文字や真言の

音写に捷う文字が多い O

ニ11争2λ喜 klaN 〈手〉 く真言〉 議 'YlaN 〈平〉 く域名，地名〉

khlaN (平〉 く真言〉 l後説aN 〈手〉 く禅〉

4話ザ、 出waN (平〉 く禄(たるき)) 者七 kiwaN (平〉 く巻〉

秀仁 khiwaN (平〉 く郡〉 奇翁妙 tSlwaN (手〉 く転がす〉

三協 手yiWaN (平〉 く院〉

t";;:" 
No. 620韻留の四段目露頭・正歯音の枠にある yβ は No.621のその文字

の下に書かれている奴誌によって，二つの文字の合誌字であることがわか

るo tsifi (平11)十tshI曹aN(平)=tsIWaN (平)つまり二段目の正歯音 tsIWaN(平) ~乙

あたる語頭音と結び付く合口韻の形式である O

これちの韻母と声母の連続関係をつぎのように表示でき， これらの韻母と重

唇・軽唇音，それに流麗音は結び付かなかったことがわかる O

韻ロ|重唇 軽唇 頭舌 上舌 牙 頭l出 正 u民 流嵐
茜

nd- k-kh- き一 'y-

-IwaN I k--':kh- (ts-) tsh- ts-tきh- ーy-
(1l) 

l)g- ndz- n-

韻図27を，筆者の再構成形式で書き改める O

(11) 員iwaNは， r文海』におサる小韻の泣霊と，反切上字かbみて，実擦には舌上昔[I1plwaN]で

あったと推定できる。

F
h
d
 



。 klaN O O 
181曹 aN kI曹aN fにノ¥ O 

O c 六 cノ¥ O 
tSlwaN C O O 

c 
L/『J、l 

乃匂N(平声26部代表亨)

?yIaN (上声24韻代表字)

28. 韻図28 平声27韻・上声25韻

韻図28~ま，茜夏語平声27韻と上声25韻む特定の吉節形式を図示したものであ

。O 言;反E議~
si ・ ーJiiムーi O O ーZ弘支司

。とコ O 業 。

b隷。弄。j

J脱;

l務

る O

図28 平声27rm・上声25畠1No. 620 

No.620の韻図 (221)では，第一段の重唇

・軽唇吉の枠，苫頭・吉上古の枠それと牙苦

の梓にそれぞれ一宇が書き込まれ，二段呂は

重唇・軽唇音，牙音，喉音の枠に，三段昌は

舌頭・舌上音の枠のみに酉夏字が埋められて

いる O 五段自の流風音類の枠では，上列中央

と右側に西夏字があり，その左鰐と下列中央

と右髄に丸印がついている o N o. 621 (2Gb) 

はこれと合致するが， No. 623 と No.624 

は流患音のところが少し違っている G

筆者は，平声27韻と上声25韻に関口韻一延長

とその合口韻 W泊五の二つの韻母を再構成す

るO その二つの韻母の存在を反切によって確

認しよう G

。。

まず f文海」の平声韻各小韻

の反切およびそれに相応する

と考え得る上声韻形式を列挙す

GI委員L
o <[二三吉

4
Jへ

ほ
汁

設
。

No.623 五段昌 おo.624 1i段目 るO

小円二つをさらに大きい

円で醤っている O
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韻平f声t表韻小字 F文反海切』 所f属毘小音』類 再形式講成 上誼代声表韻小字 涜『属毘小音』類 形再式構成

27. 1 Ut ñ~ 月受 重唇 s P-Uh 

2 ~l言 百会 c込 重唇 27 ph-uh る3 重唇 27 ph-uh 

3 J委4長古ι iR2j手え 重唇 27 ph-uh 

4 月全 tZK取 重唇 13 mーをま主 ~~宇重唇 11 ロ1一也員

5 IIえ づ客強 重唇 16 mb-Uh 」EZEh 重唇16--17mb-uh 

6 えλ占え与じ ijzi厳 重 唇 16 mbーをまh

7 長乙 ゴ反j弘舌頭 独 t-uh It 舌頭独 t一也色

8 J訟Zも』 民j弘舌頭 63 th-Uh 

9 ，~ 
昆 ヨ委)弘牙 32 k-Uh 

10 受t 譲住 牙 65 kh-Uh 

11 、 メ学入拶 級 )ii 牙ニ182 3曹-Uh

12 吉弘 5品t浪 歯頭 60 tsh -uh 

13 支)JえA 誠元え歯頭 96 s-uh 3ヨ号JλL 菌頭 96 Sーをま長

14 Jnt ミ妥ピ込 政 94 X一世良 官会 Jl長独 X-u長

会芝 流風独 hlーをま員

15 
.l.oι、

語ftも 吉7;台倖 dJJ人h 流愚130 ト毛主h まfiA、 流風130 l-uh 

16 -えA凶妻ι『 Z‘竺空2&2a.A乙. 流麗 55 l-Uh j該 流風 56 tーをまa

17 アA記d砕次島『‘ 三打会主民 営計λλ 軽唇 31 w-WUh 

18 'Ifit 1¥え散 舌頭独 nd-曹匂員

19 zえ :委LjA三 牙 9 k-WUh 混 牙9--10 k-WUh 

20 」τ三tt~亘~ 43持弘知fー人す 牙 95 kh-胃白色 1M 牙 65 kh-曹Uh

21 ilkL J~ 政 牙146 号曹-Wi;ま白 訪ゑ 牙146 写官一曹6長

、 22 ACZTf2f 4 2践甘え
住民 19 ?-WUh 2，ゐ2as乙でZ E侯 19 手-wllh 

寺井 流風独 1-曹Uh

23 
支え

えJ忍2 4Z+l舟もι 歯頭独 S-Uhz 夜 歯頭独 s-U長2

24 
ヲIt 7ZZiE 舌頭独 tーをまhz

上記の反切の下字を帰納すると，三類になる o 1類は関口韻 -ufiを， H類

はその合口韻ーも五， ][類はそれちと対立する韻母を代表する G 車類の韻母の

実体は不詳であるが，それを -Ufi2で表記する o 1類の反切下字をもっ文字
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(関口部)は，韻図の第一段に ，H類(合口i坊は二段目 iこ，韮類は三段目にそれ

ぞれ配置されている G

反堤下字 1 )授~取り議t)ご 糸

係 (t主じ/

長乙 r

E1えご縫

車 7itご 1ft

-un 

-Wi去五

-Un2 

つぎに上記の小韻の詳細点について検討したい G 小韻 2と小韻 3の反切主手:

は，平声 1韻のi司じ小韻に属して共に phuであるから， この二つの小韻は同

ーの音節形式をもっていたことになる O 峠員 5と;J品 6も反切上字呑と 1iii
は，直接に系聯しないが，共に mbーを控定できるかG，おそらく司ーの音節

形式であったと考えられる O

小韻15に相応する上声韻は流嵐音独字lこ属する文字と涜嵐音 130小類に属す

る文字に分けられるが， この二つは£るいは新版『同音」では一類になってい

るので誌なし巾〉と推測できる Q 残念乍ら新坂のその部分が欠けているため，い

までは確認ができない O

韻図の流愚音類の枠には二つの文字が記入される o N o. 620， 621， 623では，

それらは lーと lwーの位置に置かれているが u交海Jの反切を見ると，上記

のように共に関口韻で， この二類は反切上字の性格の違いで弁却されているこ

とがわかる。再者は lーとトの対立をもっていたと推定できるかち，後者を一

段上に書いて両者の相違が語口韻と合口韻の違いでないことを示した No.624

の配置がよく実体を伝えていると言える O 上声韻には一番最後にあげた宇品が

流思音合口韻 lも h であったと考えられるが，韻留には記入されていない O

小韻21flえく五〉は， u掌中珠Jの漢字表記魚骨とチベット文字表記時u，

rngwl， rngoかる町uhを推定していたが，この反切から見ると，漢字表記は

実はこの合口韻を示していたことがわかる O ザ首長は実擦には〔明司幻であっ

たかも知れない。同じように小韻22の代表字は通経ZFH平33J_?W延長くウイ

グノレ〉のあとの文字に当るが，この単語は実擦には [?"eyuむと発音していた

のであろう G
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最後の二つの小韻23と24は，声母が特別な結合形をもっていたのではなし治主

と推測できるが，いまはその確証に欠ける O

支え く(手一杯に〉満ちる> sunz [s-tu幻?

排悼

ill く真言・切艇に喪う〉 t佳品2[t-sunJ? 

平声27韻・上声25韻の韻母と声母の連続関孫を表示したい O

韻2i重
軽唇 舌頭 上舌 牙二 菌

唇 頭

一首長 I p-ph- t-th- k-弓kWh4-tsh-S-
m-mb-

w- ロd- k-kh-
l)W-

s-

正
函

11侯 流
嵐

x- 1-1-

hl-

i吋0.620I O O k包a tをま員 pun これらの韻母は舌上音および

戸 un O kWun O wun 正歯音と;ま結び付かない Q

O O O tun2 O 韻図28を筆者の再構成形式にo lun 1品
o 0 よって書き改めると，左のよう

X経員〈平声27話代表字〉 になるowefi は， [1lI生efiJになっ

X倍長〈上声25韻代表字)
ていたかも知れない (cf.p. 27)。

29. 韻図29 平声28韻・上声26韻

韻図29は，西夏語平声28韻と上声26韻の特定の音節形式を図示したもので

ある O

No. 620 (22切では，一段目は重唇・軽唇音の枠， 3子音，歯頭・正歯-音の枠

と喉音の枠に酉夏字があり，二段目立牙音の枠，三段目法歯頭・正茜音の枠に

それぞれ西夏字が書かれる。五段自の流患音む枠には下列左側に一字記入され

るのみで，ーと列左右と下列右側に誌丸印が置かれている o No. 621 (21a) では

一段目牙音の文字のとに丸印を書いた絞が貼付けちれ， No. 624 (l1b) では流

嵐者の枠の右側に酉夏字二字の書き込みがある O

筆者辻平声29韻・上声26韻に t および _Weを再構成した G そのこつの韻
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るIヌ...1手a 議長 O Jl奇
G 。第託 O 。
O 姦 O O 。

~o 
毛主 o

誠

菜

図29 平声28部・上声26韻 No.620

母を反切によって確認したい O

まず『文海J平声韻各小韻の反切とそれ

ぞれに相応すると考え得る上声韻形式を列

挙しよう O

姉鋒凶 oZ訟

No. 621 一段目

。 o ~I~ :iilj(， 

o t免持続

No.624 五段呂

平訟代声韻表/字j、 f文反海切』 所『罵毘音小』類 再形講式成 上韻代声表韻小字 所『属同ふ音J類 再形構式成

28. 1 Z守 Iffi，ま} 誌記良重唇独 p-tl 

2 -ZH先チ- 1λ令王妙え て支l_えZ 重 唇独 mb-tl 1芝 重唇 独 mb-tl 

3 議長 安苅 ;f 81 k-tl 宅支 牙 81 kーを主

4 ~l与 41 ~11 ~二 31 kh-tl 47記2τJ2t 牙 31 kh-tl 

5 ラufヰ- 議録 正歯 独 iき-tl Jデ4fnいL 正歯 独 iき-tl

6 ヰli安え 正蕗 88 tきh-tl

7 ~nt 綴指示 五歯 18 S-tl diえ 正函i18 S-tl 

8 あB j誘誠 IlK 46 手ー廷

2 t委 ん三益五一~a ll{定独 X-tl 

191脅 Z能1t号 11誌 46 手-tl

11 1fit 将来 牙独 k-曹 tま

12 抗争 認者九 牙118 kh-曹 tl

~1Ín 正厳 独 t8-曹恐

13 略委 j言Z長 正歯 92 き_Wtl 百品 王歯 92 き_Wtl

14 装 (欠) 流量160 l-Wtl 
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以上の反切の下字を帰納すると，二つの類になる o 1類iま関口韻一設を， H 

類は合口韻一、を代表した。

反切下字 1 ~三l~nt) ー→市長;=! il1(紡)-1浮 世

五 義 ご (?) 一曹をま

韻図では I類の反切をもっ文字を一段自に， H類を二段呂にそれぞれ配置す

るO

流嵐音と関口韻の韻母は結び付かない O この事実は韻図の上の文字の配置に

よく反映されている o No. 624で小さく書き込まれた二字が何を意味するのか，

また No.621で kuく呼び声〉が丸印に変えられているのは何故なのかよく判

断し難い O

『文海雑類Jにiま，この韻母をもっ ndおと白が記録されている。

対 ~t ;1n 吐きH (平28) く野狽> (正茜61)

抗 拡張加(上26) く部姓>独字)

平声28韻・上声26韻の韻母と声母の連続関係を表示する O

辺司 重
軽唇 舌言真 上舌 牙

員' E 
il侯 流愚唇 頭 茜-

k-kh- iき-tsh- 手-x-

(ndz-)き-(nー〉

-WH k-kh- iきーさー

これらの韻母は，軽唇音，舌頭音，舌上音，歯頭音とは全く結びつかない G

韻国29を，筆者の再構成形式によって書き改めると，つぎのようになる O

No. 620 I ?H 出 kH 0 pH 韻図三段目の議は F文海』

o 0 凶 o 0 I ゃ『同音刊誌ないが，同会後

O き可 0 00  

o 0 
lWH 0 

kH (平28韻代表字)

kH (上26韻代表字)
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と同じ音節語、であったと考え

ておく O



30. 韻図30 平声29韻・上声27韻

韻~30は，西夏語平声29韻・上声27韻の特定の音節形式を図示したものである G

ヨ丹F五K JJ2-失 O 

O ヌ芝、 む

卜ぎ3

議t
三市

O ダ艮
O 。

N o. 620 (23a)では，第一段の重唇・軽唇

音の枠，歯頭・正歯音の枠と喉昔の枠lこ西

夏字が置かれ，二段~，ま歯頭・正歯音にの

み文字が書かれている O 五段目の流嵐音の

枠では上列に二字西夏字が書かれるのみで

上列の左側と下列左右に丸印が付けられる G

No. 621 (21b) と No. 624 (12a) [二段目の

文字の下に西夏字二字が小さく書き込まれ

ているが判読し難い)は， No.620 と一致

する O

図30 平声29韻・上声27韻 No.620

筆者は，平戸29韻・上声27韻に韻母一泊

と_wifiを再構成する o U文海Jの反切によ

ってその二つの韻母の弁別を確認したい O

まず F文海J平声韻各小韻の反切とそれ

ぞれに相応すると考えられる上声韻の形式を列挙する O

平韻代声表韻小字 f毘文窃海i 所『属同小音』類 形再式講成 韻上声代韻表小字 所『属同音小』類 形再式講成

29. 1 鎗L 務 j殻 軽唇 17 w-ifi iIl長会 軽唇 17 w-i長

2 35f A庇痕 舌上独 IIp-ifi 

3 怒長 持統 正歯114 ts-i良

4 寿喜 ;社説 正歯113 tsh-ifi ?亀 正歯113 tsh-ifi 

5 

'* 
£131R2 bLヨitiA，E 正議113 iきh-ifi2

s 噌支昆
妙

議 ~t 正面 66 き-ifi A4併語i- 正歯 66 き-ifi

7 Z骨 需拡 五歯 65 き}邑2

g 長~X与ノ仁 会変彰t取 62 手y-ifi

ヨ 針今+ヂ仁」
Z43券3iL、-3itiλλ 喉 62 手y-ifi2

10 彩じ EZjE支 流展 38 l-ifi i万 流嵐 38 l-ifi 

11 21t1λ 4 設え流愚 38 l-ifi2 
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12 版 衿 j議流麗 49 l-ifi 流嵐 49 l-ifi 

13 子ーャ会h』1 -語H与ート 三場2L 流思 49 l-ifi2 

14 nえ ut~七正歯独 治hー曹ifi

15 者ヒ キ2，悼d乙;.-==百え2 正歯 41 きー曹ifi

16 ゑえ iZ1 2話 軽震独 f-曹ifi

舌上膏独字言殿く腰巻〉の反切上字釘tnifi (土日)く開く〉は，舌頭音類に属

し， nlーの形式をもつが，舌上音均一の表記に使われている O

上記の反切の下字を帰結すると， 1.1. ]1[類に別れる o !i文海J小韻 4と5

(tぬ一)， 6と7 (善一)， 8と9 (?y-) ， 10と11 (1-)， 12と13(1-) 誌それぞれ

F同音j (!日寂)で誌同じ小類詑属し，反切上字も毘じ文字が使われているが，

反切下字に I類が使われるグループと E類が使われるグループで対立する O こ

の I類と E類の弁別が何であったのか，明瞭ではないが， 1を一品， 1を -ifi2

によって書き分けておきたい O

反切下字 1 )最{貌)ご紘 一泊

E fえご ~t (~長) 一泊2

E 該~ itci長) ぺ白

それらに対して車は合口韻ー可阜であったと考えるれる o !i文海j の最後の

小韻は，転出(上〉ぐ仏〉と護国(平)く宝〉の二字からなる。しかし，

乙の音節形式は韻図の重唇・軽唇音の枠の二段自に記入されていない。

平声29韻・上声27韻の韻母と声母の連続関係を表示する G

ぷ~I 重
軽唇 頭舌 上舌 牙

歯 正
E長 流量唇 頭 歯

w- I1r- t量一tきh- ?y- l-l-

き一

tき-tsh- 手y- 1-1-

き-

f- Iきh-きー
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この表からこれちの韻母は重唇音，舌頭音， 牙音，歯頭音とは全く結び付か

ないことがわかる C

韻図30を筆者の再構成形式によって書き改めると，つぎのようになる O 上記

のふ類には tき曹誌は欠けるが，韻密二段自の文字は tき曹誌であったと推定でき

No. 620 I ?誌

I 0 

tsifi 

t8曹主主

O 

o 0 w泊 l

o 0 0 
Hfi 1ifi 

o 0 
sifi (平声29部代表字〉

説長〈上声271買代表字〉

るO この韻図には韻母一泊2 を

含む形式iま全く記録されていな

いO この韻函が作られた時には，

F 同音Jと同じく -ifi と -ifi2

はもはや弁別できなかったのか

も知れない C

31. 韻国31 平声30韻・上声28韻

韻図31は，酉夏語平声30韻と上声28韻の特定の音節形式を図示したものであ

るo No. 620 (23b) では，第一段はすべての枠に酉夏字が書き込まれ，二段呂

は舌頭・舌上音，牙音，菌頭・正歯音の枠に，四段目は歯頭.iE歯音の枠にの

み西夏字が置かれている O 流風音には五段目と六段目を夜い，前者には上列右

と下列左に，後者には中央上列にそれぞれ西夏字が入っている o No. 623 C39a) 

妻斗持~ 陶 ~ ~l) 多
O 菱、 銀 員長 O 

O 東包 O O つ

i 信o銭O 

宗〈コ主

蒜
弘

罰31 平声30韻・上声28詰1No. 620 

はNo.620 と一致するが， No.624 (12b) は，

流嵐音のところが違っている O また No.

621は，二段日の舌頭音の文字が重唇音の

枠に移り，流風音のところが簡単になって

上初j下列とも右11tHに一字づっ書かれている O

忽は舌頭晋の文字であるかち， No.ω， 

No. 623， No. 624の形が正しい O

。

〉のところはあと

で書き込まれたもの

No.624五段目六段目
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F文海』の

反切によってそれを確認したい Q

まず F文海』の平声韻各小韻の反切とそれに相志すると考えちれる上声韻形

式を列挙する O 平声30韻の小韻の数と所属字は多い O

筆者は平声30韻・上声28韻の韻母に 4 と _wiを再構成したが，

再構成
形式

f詞音j
所属小類

上声韻小
部代表字

再捧成
形式

『同音』
所罵小類

pーま重唇 93

ph-i 重春 84-慈於
ph-i 重唇 84

ロ1ーま重唇 17ロ1ーま重層 17

守

mbーま重唇 44

mb-i 

t-1 

th-i 舌頭 11弘主th-I 舌頭 12

nーま舌頭 51

nd-i 舌頭 34

nd-i 舌頭 35

k-i 牙104

kh-i 牙 86

議
-
急
支
暮
z-
支
枕

J
2
雪
山
技
8
2
j
j

th-I 舌頭 12

nーま舌頭 52

nd-i 舌頭 34

nd-i 舌頭 34

k-i 牙104

kh-i 牙 87

号g-1牙 27IJgま牙~ d:虫

tsh-i 歯頭101

Sーま

手yーま

?ー圭n侯独

{
ル
ル
玄
千
五
d
-
m
M
n
Z品
川

沿

m-2n号。
A

ヅ
官
H
F
J
A

ts-i 認頭 72

tsh-i 歯頭101

茜類 30

7 E長

?ーま7 II長

hl-i 流患 30hl-i 流風 30

t-曹 L舌頭独

th-曹L舌頭133m 
Pil 

th-wi 舌頭133

n-W
圭舌頭 74n-W

圭舌頭 74

kh-wi 牙 97支*
k-wi 

kh-wi 

- 85ー

重唇 44

舌頭176

Sーま

手yーま

芳 112

牙 97

歯頭 30

7 5民

ず
す
め
蒜
批
沈
削
舵
努
努
抗
議
侃
椛
治
薮
椛
蒜
銑
毅
北
川
椛
引
紘
沼
崎
危
-
忽
-
悠

杖
反
家
出
川
怒
挽

mm
航
路
惑
杭
荒
み
は
均
九
施
縮
級
品
議
一
競
泳
後
議
楚
抑
制
一
筑
忽
棺

小
字濯

を
経
験
尚
一
昨
刻
限
努
枇
託
収
計
一
貌
沼
録
制
侃
議
議
銃
一
一
%
滋
桜
刊
誌
紘
一
丸

T
T
F法

30. 1 

2 

3 

4 

5 

5 

7 

s 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 



26 号E ?軍彦元牙号7 kh-wi 

27 メl~匙針ぇ 君主jZ 牙125 I)g-Wl 

28 学Z 君主務長牙125 。g_wま

29 i主 oa ~長調頭 46 ts_Wt 

30 2民 7az乏 i街頭 46 ts-曹ま

31 彰台 ラ公ヱ文ノ ソイ吟え 歯頭 81 s_Wま

32 種主 Zはみバづ告えよ 流風123 き一円

33 妻じ 持i主 舌頭151 th-h 

34 気長 j菟i忌 舌頭 19 11-12 

35 j殺t 723 iL 指 頭独 tS-t2 

36 守義 統iL 街頭独 tsh-Iz 

37 持員 th~ 舵街頭部 Sーま2

38 矯 組 4 流麗153

7k 指頭81-82 sぺ

j毒舌頭目 日

j諮問153 凶

以上の反切の下字を帰納すると，三類になる o 1類は関口韻 Lを， n類は

その合口韻 -wiを，そしてE類はそれらと対立するーちを代表した G

皮切下字

1 ~IJ →怒号fりつあ{傾)→藷=枇←銑← 'lîît(1/1主)
./  '¥ 1 

枇(争)務長11

韮猛プ喜一務長一後寸

務L

m j. (i~) ロ)殺E

-
1
A
 

-
曾

+
A

宵

丹
r
Q

・
君
主

反切下字 I類をもっ文字は韻函の第一段に， n類の文字は二段巨に，そして

重類の文字詰三段自に配置される O 流嵐音も司じ関係になっている O

『文海Jノト韻 4と5 (mb-) ， 7と8 (th-) ， 10と11 (nd-) ， 25と26(kh-)， 

27と28(昭一)， 30と31(8-)は， それぞれの反切下字が I類または E類の中で

系聯するのみではなく，反切上字もまた同一文字あるいほ互に系聯する文字が

使われている O

F
0
 

0
0
 



4と5 ~~!昼 =3言及 7と8 純 =22 10と11 煮

25と26 育 27と28 君主 30と31 渇=匁

したがって，それらは当時は詞ーの吾箭であったに違いがない O そのことは

『同音Jでそれぞれ局じ一類に麗していると乙ろから証明できる O 何故それが

『文海JでJjIJの小韻に分けられたのか， これは古い形態にもとずいた弁別であ

ったと考えざるを得ない o Ii文海Jの組織自誌がここで矛盾しているように見

えるが，筆者は，その古い形態を反映した声調の対立(平声と平去声)がこの

F文海Jの小韻の対立を作り出したものと推定している (cf.p. 100補註)0

流風音類には平声30韻をもっ形式に三つの対立がありIi文海』の組織にし

たがって韻密に記置するとすれば， Aのようになって， No. 620の韻留と一致

する。丸印の笛所を埋めて全捧のあち得る苦節を示すと Bになる O

o ~~ o li 

ZWま O

o 

A 

l吋 li

亀 O

;格。
A 

き曹ま きま

。4
・4+
A

I
E且

lwIz 

B 

『文海雑類Jには平声30韻・上声28詣をもっつぎの単語が登録されている O

j鉱く敬う〉 j諸手 く豹〉 議 く給する〉 綴布も(平30) ndzi 

通話 く罪〉
一 綴 j主関 〈密告する〉 (平30) ndU2 

影} く者〉 27ミく部姓〉 ~~Gゑ(平30) ndz曹 L

? J4、 く皮〉 i長と務 (上28) ndZi 

~-lき く統べる〉 日民 く歩行する〉 ~t(た (上28) ndzwi 

j長く懇縁者〉 奇克く凡な〉 ;ij~七百長 (上28) tsh可

~[ 〈間〉 え174Jノえ くにわかに〉 設.i: 〈上)(上28) hli2 

王手声30韻・上声28韻の二種の韻母と声母の連続関係を表示する。

(12) hlーと 1ーの対立は，詔霞が書かれた時代にほ，すでになかったちしい。
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重 軽
頭舌 上舌 牙A 頭i志i 正

R長 流麗4戸 母¥¥ 震 唇 歯

ーま t-th- k-kh- ts-tsh-(ndz--) ?yーに hl-

m-mb- n--nd- IJg- s-(ndz-) 

wま t-th- k-kh- ts-s- き-

n- 司g一 (ndz-) 

ーを2 th-n- ts-tsh- 1-(hl-) 

(ndz-) s-

No. 620 I 手ま ts王 ki 社 pま

C tsWま k曹 S t曹 t O 
これらの韻母誌軽号音，舌上

O tsIz 。 O 。 音とは結び付かない O

o li 韻図31を筆者の再講成形式に
zWi 0 

よって書き改めると，左のよう

O になる O

Sl (平声30韻代表字〉

Sl (上声28誤代表字〉

32. 韻国32 平声31韻

。O 。O 篠 1

O 。多主 O 三行

O 

O 

続形久

不良

韻図32は，西夏語平声31韻の特定の音節形式を図示したものである o No. 

620 (24a)では一段目は重唇音・軽唇音の枠

に，二段目は重唇音・軽唇音と牙音の枠に

それぞれ西夏字一字が入っているのみで，

流風音の枠も丸印が二つ書かれて酉夏字は

7よし三 Q

N o. 621 (22b) ， N o. 624 (14a)の平声31韻

の韻図も同様である o No. 623 (39切には，

流風吉の丸印の南側に酉夏字がそれぞれ二

字書き込まれている O この書き込みを，次

頁のように読みたい O

つまり流抵音の音節が実

際には二つあり得たことを
-
n
h
-
受

d
J
B

五

銭
F。。位五

t

ヨ品

反切で示しているのであろ

う (-UN と一区辻相通じた)。民32 平声31部 No.620 No.623六段呂
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〈退く〉 IIfi hl1afi <ロ〉
筆者は，平声 31韻の韻母に

く洗う〉 zur O nUN く俄かに〉
-UN とーもN の二つの韻母を推

U 
hU  ltfN 

定する O

h:まr O 
(平86) 〈平3D まず r文海Jの平声31韻の各

小韻の反切を列挙しよう O

平間代声韻表/字j、 F文反海切』 所F属同小音J類 再形式構成

31. 1 f~t 放後重唇お ph-UN 

2 違i 挙畿重審独 mb-UN 

3 ~iñ 統~~~ 重震 12 m-BN 

4 務 瀞綾重唇 47 ロl-t;まN

5 忽長 zf琉舌頭 41 n-HN 

6 全霊 持危舌頭 41 n-HN 

7 支持 落第軽唇 18 W-UN 

8 忽存 j忽縁 軽唇 18 W-主主N

9 2ネ 協fflt上軽 唇独 W-HN 

10 Jff仁 話三平 舌頭独 n-wUN 

11 委毛 Z面 ~t平牙独 k-曹をまN

12 j~ 1託怨じ牙 73 1)W_WUN 

反切のあとに上，平と注するのは，それぞれ上声韻，平声韻という意味であ

るO

以上の反切下字を帰納すると，二類になる O

反切下字 I j~~ ー筑→?を』己犠 一部

E 枇→芥一 夜

Iは関口韻 -UN を， n はその合口韻一官官N を代表し， 前者iま韻図第一段に，

後者は第二段に配置される。韻図32の第一段重唇音の枠に書かれる縁m は，

F文海JIi再音」にはない文字で，のちに作字されたものであろう G

平声31韻に対立すると声韻辻特に韻類をたててはいないが，実際にはあった O

小韻 9の上と注されている音節がそれである O 主記反切の中で平と上の注がつ
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いている関孫、をもう少しわかち易く示すとつぎのようになる O

葬の反切下字l乙夜一辺N (平)を使ってとと注するから，この文字詰上声韻

-UN (上)である O その文字を反切下字とする小韻10錆仁も -UN(上〉で上声韻で

ある。そしてその注の中で「上声也Jとことわっている Q 小韻12jaは小韻10

の文字を反切下字とするかちこれも上声韻である G したがって合口韻を示す反

切下字詰上声韻しかない。そこで平声韻で為る小韻11銭の発音を示すのにや

はり小韻10の文字(一、N(上))を捷って平と注記したのである O

Z孝 WI:lN (上〉 く降す〉 被h phHN (平) く級〉

錆仁 n曹倒 (上) く礎〉 受義 k曹郎 (平) 〈算干〉

1白 司W 1:去N 〔上) く呪〉

最後の文字〈呪文〉にほ， 7掌中珠」の漢字表記魚各やチベット文字表記

bngu， nguかち司¥，tiN を推定して来たが，その形は合口韻司、N で実擦の音

声形式が仁判廷NJ~こ近かったことを示している (p. 78参照)。

『文海雑類~ !こは hl-をもっ音節が記設されている O

fnt 黄緑 (平31) <皮をま討1]ぎにする> hlHN (3f) 

平声31韻の韻母と声母の連続関孫を表示する O

鼠FTl重
主車主言 頭舌 上ヰt=-三4 牙

J1i E 
E長 ;風古

震 頭 j釘

UN (p-) ph-m- w- n- (hl-) 

mb-

-WHN 一一 n- k-I)有一

No.620 

。。。。
O 

kWHN 

O 

O 
nHN (平声31部代表字)

o pHN 

o w設N

この韻母は舌上音，菌頭音，

正歯音，喉音とiま結び付かなか

っアこ O

平〈声)

韻図32を筆者の再構成形式で

書き改めると，左のようになる G

nu 



33. 韻図33 平声32韻・上声29韻

韻国33は，西夏語平声32韻と上声29韻の特定の音節形式を図示したものである O

O 除 O G O 

ィ後 菊 O O G 

G O O 
iif.ゐゐA同.

O 

O Z主 O O O 

O O 強 O G 

髄10集G車

1;承f皇oO 

激
民を

密33 平声32韻・上声29韻 No.620

No.620の韻図33(24む)は，上から五

段が捷われるほか流風音に二段あてるれ

ている O 一段自には歯頭・正歯音の枠，

二段目誌歯頭・正歯音と喉音の枠iこ，三

段目は舌頭・舌上苦の枠に，四段目は，

露頭・正選音に，五段目は牙音の枠にそ

れぞれ西夏字が一字書かれている O 流風

音には，六段目上列に三字西夏字が並び

粍雪生支え 信 義弘

。。。
-4A曲;下A・

ー4廿ヲffk - O 
実五

11R 。

No.624 六・七段昌 No. 621 六・七段目

その下に二つ丸却が置かれ，七段目立上列下列とも左側に文字，右側に丸印が

ある o No. 623はNo.620と一致するが， No.624は流霊式音のところが異り，

No.621 も同じように流嵐音の個処が違っていて，丸~が討けられていない G

筆者は平声32韻・上声29韻の韻母として -iN と J 討を推定した C それを反切

によって確認したい O

まず F文海Jの平声韻各小韻の反切をあげ，それに相応すると考え得る上声

韻形式を列挙する O

平mi声代部表小字 『文反海切i 所f属間小音J類 再形構式成 上韻声代吉表'H/字h 所f属同小音』類 再形式構成

32. 1 Z色 )古紙牙166 k-曹 iN2

2 被 1#~'~ 牙 54 kh-吋N2 15友牙 54 kh-wiNz 

3 ーu冊f下、
『芸f五弟春じh 日誌 流風

l-wiNz 

4 2，1ふ扶ι 員該 流嵐162 きまNz

5 5た 危需宅 正歯〈新)88tきー誌 言受 正菌独 iきーまN
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6 務 j義務 正i出ー独 tsh-iN 

7 害宅 索機 正義l独 SーまN 日高 正菌101 SーまN

8 三百寺 阪2琵 正邑}独 1きー曹lN ~fE 正i当-独 ts-曹まN

9 2琵 2Efi表 正長 86 きー曹lN

10 イ依 千~~五 Ii段 68 手まN

11 4設 三Jl~ごメ若夫レt 流風 93 l-iN 

12 信l 民l立 重 属独 ph-INz 

13 Z受 綴 ii五 重}吾独 mb部 2

14 i釜J託:z.. 
前払重唇 31 m-lNz 

コー

重唇 32n陀 江1-1Nz
......:.、

花伝15 IIiえ 舌頭 独 tまNz

16 λうFヱ1I ゑ認i忠 舌 頭 独 th-iNz 

17 反射 Aえ9云そ歩 i占i{ iJえ 舌頭104 nd-iNz ~i乙舌頭104 nd-iNz 

18 Jヌ~Iλぎ ITnt免 舌頭182 nーまNz

19 .1sJ 五l及蔽 舌 頭 独 hn-iNz 最2舌頭131 hn-iNz 

20 t長 桜市仁 舌頭 独 hn-iNz 

21 fit 語集 牙158 kh-iNz 

22 ~I五 市~ïf表 牙 24 ョg-iNz 1r.を 牙 24 I)g-lNz 

23 長え 立安委毛 牙 24 司ーまNz

24 李え 務委毛 歯頭133 tsh-iNz 

J1i-B L •• i岩頭 30 S-iN2 

25 雰長 言。私 流風? l-iNz 

26 お七 え守3W1-、 ーii』?』え 流 底 的 hl-INz 

27 話 →えザ訟~ j・7ノλえ 涜鼠 90 hl-iNz 11全 流風 90 hl-INz 

28 mt 存芝良 歯頭独 s_WまNz

29 7比 zi j診t菌頭独 ts-曹まN2

バ手入子 流風(?) げ)-WiNz

平声32韻の所属字は多く，小韻も30類近くある O 上記の反切のド字を帰結す

ると，五類に別れる o 1類は関口韻-釘 H類はその合口韻 J お，童類はそれ

らと対立する-I:N2，N類はその合口韻 -WiN2であり ，v類は歯頭音に限って結

び付き N類と補い合っていると考えられるから， それも -wiN2を代表している

-92ー



と推定できる O

反切下字 I 貌{殺)一群 ~1妻子 -IN 

n ~.長;::=:: 1後 一司

EflL一 覧ご私-i立 山

町線ご紘 一官民2

V 7生ご紘 一WINz

反切下字 I類をもっ文字は，韻図の一段自に，下字 E類は二段目と四段呂に，

E類は三段自に，N類は五段目にそれぞれ配置されている G 反切下字 V類をも

っ文字は韻図にはない O

流風音でiま，六段目上列は右側が I類に，中央と左側は亜類に，七段呂左側

下列上列の文字はN類に，それちの文字の反切下字はそれぞれ所属している O

この韻母をもっ単語を若干あげ、ておこう O

務 kW
IN2 く色を種々混ぜ合わす〉

被 k凶 z く研ぐ，尖らせる> cf. Wr・B均 wanーく尖らせる〉

京 lWIN2 くめぐる> cf. Wr.B hlanL く廻る，廻す〉

222 蜘く次〉

忽'it tゲIN く酸っばくする> cf. Wr.B khyan- く叢っばい〉

-
-
是
も
し
垣
内

す“

h
M
-
Jん
メ

hniNz く二〉 cf. Wr.B hnac く二〉

ng民2 く九〉 cf. Wr.B kou2 く九〉

恥くふいご〉説委毛 i述ー恥くふいご〉

名ft hl討2 く狼〉

芳じ 凶 Nz く重い〉

三?え

cf. Wr.B warh tu lwe.i く狼〉

cf. Wr.B lei2 く重い〉

cf. Wr.B caえに ca2- く考える〉

q
u
 

Q
U
 



韻留の流風音類の配置は， No. 620・623ではつぎのようになる o No. 624・

hliNz IiN2 IiN 

o 0 

lWINz 0 

ZwiN2 0 

No. 620・623

621 も基本的にはこれと変らず，いずれも『文海J

における小韻の弁別と合致している O

F文海雑類J1と音注が三字つく文字がある C

ゑ 様子射程乙く壁〉。この音注の三字は ndzi良

(平11) lwi (平69) SwiN2 (平32) で， この文字が ndzwi

(平69)または ndzwiN2(平32)のどちらで読んでもよか

ったことを示すのであろう O このく壁〉を意味する文字は「掌中珠Jで足卒の

漢字表記をもっている O 同じ小類に員するく舟><わき〉にも同ーの音蔀形式を

与えることができる O 子守く舟〉好くわき〉 zzdzwi~22dfiN2

また， r文海雑類J完全 扱引を(上郡く習う〉も邸2 である O fi司音~
( I日版24類，新坂独字)cf. Wr.B sang-/din -/く学ぶ〉

f文海Jノj¥韻19と20は共KniN2であり， ノト韻26と小韻27は共に出N2であ

って，それぞれ反切上字は同ーの文字であり，皮切下字は互いに系聯する G こ

れを二つの小韻に分けたのは吉い形患の弁別を反映する声謁の相違であった O

小韻20と27は，平去声であったのであろう O

F同音』歯頭音類30は， I日坂では 8字からなり，平声30韻・上声29韻・上28

韻を含んでいる O 新版『同音Jではそれに該当する文字は新39類， 40類と独字

の三類に分割され，それぞれ平声30韻 (2字)上声28韻(5宇)上声29韻〈独字)

にまとめられていて[J文海Jの組織と合致する Q

i日坂蒜 5五 升占=ョ4え、』J rnt 11? ヨ日λイ tit 誇 (歯頭抑

平30 上29 上28 平30 上28 上28 上28 上28

新坂議 1ot E季 -f品3243、-，t ， 2丹Eメλ ZE R11 品b
平30 平30 j二28 上28 上28 上28 上28 上29

司‘'

新39類 新40類 独字

si (手〉 Sl:上〉 SまN2

この歯頭音類小類30における扱い方法当時の西夏語で註と SlN2が棺通した

事実を示している O

つぎに平声32韻・上声29韻の韻母と声母の連続関係を表示する G
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流
風

H長正
鑑

詮i
頭

九二舌-
上

舌
頭

軽
唇

重
唇ぷTl

'n 
wS

一
↓・
s

v
q
u
 

A
E
-
-

-lN 

hl-l-

?一tsーさー

tsh-kh-lJg-

喜一

t-th-

nd-n-
hn-

ph-mb-

m-

まN

ーまNz

hl-I-z-

s-

ts-sー

くndz-)

k-主h-一曹まNz

韻類

上声韻ほ!日坂104，

韻函33を筆者の再構成形式によって書き改めると，つぎのようになる O

代表字は，平声韻が f同音j]，日坂108，新版188小類に麗し，

新版108小類に所属する O 再者は対立する初頭音をもっていた O

O |建 o (桑回京
議 O 手設 業 jJ 

G o O 議 。

理宅
9 
G 

~ 
ATh 一一

0

0

0

0

0

 

tSiN 0 
tsw

部 O

o 0 

TまN 0 
o kWINz 

hIiN 2 IiN 2 IiN 

o 0 
iWtN2 0 

twiNz 0 

lllNz (平声32韻代表字)

ndtNz (上声29韻tt表字)

O 

C 
tまNz

O 

C 

0
・W

0

0

0

平声33韻・上声30韻韻密3434. 

図34
韻図第一段は重喜・

軽唇音，舌頭・舌上音，醤頭・正歯奮の枠に，二段目誌，重唇・軽唇音，舌頭

・舌上音，牙音と喉音の枠に，三段目は舌頭・舌上音の枠にそれぞれ西夏字が

記入され，そのほかの枠には丸印がついている O 流風音の梓iこは，五段目上列

平声33韻・上声30韻 No.620

韻関34~ま，酉夏語平声33韻と上声30韻の

特定の音箆形式を図示したものである O

では，No. 620 (25a) 

下列左右と六段呂中央上下に丸I=Pが書かれている O

- 95ー
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No. 623 (36b) ， No. 624 (l6a) ， No. 621 (23b) および No.7192いずれも同じ

形をとる O

筆者は，平声33韻・上声30韻の韻母として関口韻 -ε と合口韻 _Weを再構成

した G その二つを反切によって確認したい O

まず『文海i平声33韻の各小韻の反切とそれらに相応すると考えられる上声

韻形式を列挙する O

平Zii代声表韻小字 『丈反海切j 所F属同小音j類 形再式講成 上部代声表長i字小 所『罵局小音類』 形再式構成

33. 1 汚ち 当n玄a ...:長2尋- 軽唇 15 w-ε 存i 軽唇 15 wε 

2 1=尋::z 
jjZ215 舌頭独 t-f 

3 l主じ 設211L 舌頭独 th-ε 

4 広 j忍;市L 舌頭独 nd-f ー毛セ少千fーヒ吉頭139-140 nd-f 

5 液 ;キ員ザ会、 Ai15』『i ~独 kh-ε 

6 メ多笠1し j~千混 歯頭 75 tS-f 立一.11 i握頭 75 ts-ε 
~‘ 

l続椛歯 頭 山 設二7 言~l tSh-f 露頭独 tSh-f 

8 IliH 1ゑZK 菌頭 66 S-f 

9 tjZ 会L 草花喉 75 x-e 1ft E長 75 x-ε 

10 司子令+f4i-ニ 鋭柔涜嵐 65 l-f 五毒3 流風 65 1-ε 

11 五寸i一叱 持 11; 涜嵐 65 1-ε 持til 流 風 独 l-f 

12 ぞlut n! 11るも 重唇 94
p_Wε 

13 l段、 212Lj比重唇 87 phー曹芝 瓦/:J支えλ 重唇 87 ph-e 

14 ~II 支 え 第 七重唇 57 ロl-Wε
庁え

重辱 29 m-Wε 

15 ー浩ナー

零 3索 重唇119 mb一、 Z之、 重唇119 mb-wε 
~尋i

16 寺ヨ 絡杭重 唇119 m-Wε 

17 →コf歪久ト iiZ萩舌頭169 t-we 

18 政事 4又宇ヌ♀4芳:之手iしレ 舌頭独 nd-wε 

19 該 l'i溌 芳132 k-we 

20 長寸三丹 ?道弘元二独 kh-wε 2京 牙独 kh-wε 

コtJノ23 牙 94 I)W_Wε 

21 芳:J.重11 21認 調頭独 tsh-wε 

22 ZT 寺~~防 歯頭 76 s_We 
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23 縁諮」 歯頭 独 s_Wε 

経 i投独 X々

24 i防 ~1î t手投 iI長 10 ー_We 強t段 10 ?_Wε 

25 え/~.-+，豆LL 1肱?百 11設 10 手 Wε

26 li &t i寵 舌 頭独 th-ez 

27 IJを 3霧Z受 歯 頭独 s-r2 kii 歯頭独 s-r2 

28 す長 務表 流 思独 l-wε 

さて，上記の反切下字を婦約すると，つぎの三類になる O

反切下字 Ia r耗ー桑一気i b J/nt(縦}ご孫 -t

Ea j需-t r~じ(絹)→紘一也(遁)ご有

b 捺ご被(議) c 議ご設 ぺ

ill 龍ニ互支

I類の aとb，そして E類の aとbとC は，声母と相補的な配分関係をもっ

てはいるが，直接系聯しない変例として扱うことができる O

i類ほ関口韻 -ε を，H類は合口韻 wε を，董類ほそれると対立する -ε2を

それぞれ代表し，韻図で;ま I類の反窃下字をもっ文字は一段目 ，H類の反切下

字は二段自に配置される。ただ重患者の須 pε は，韻国では一段呂に置かれ

て関口詣であることを示すが，実擦には円唇性が強かった [pWr] であったため

か， lr文海Jの反切では Ha類の合口韻の反切下字が捷われている G それと対

照的に，軽唇音効 wε は， ~文海』では関白韻の反切下字( 1 a)が捷われるが，

韻留では二段百合口韻のところに置かれる O あるいは韻留では軽唇音の字があ

るために，重唇音合口韻を， i反りに関口韻の位置に量いたのかも知れない Q こ

こでは f文海Jの反切にしたがって解釈しておく O

軽唇音と喉音の合口韻はつぎのように対立したと考え込れる O

務 [wrJ く観る〉 反切下字 宗(関口〉 韻図二段目

蔽 [?WeJ く戦争〉 被(合口〉 韻図二期
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関口韻と合口韻の対立は，流嵐音でははっきりと示され，前者は韻図五段昌

の右側，後者は左鶴に置かれる O

~Iflt. le く部姓〉
~色

反切下字 11市(関口〉 韻国五段昌 右

存在同く金持，漢人の姓〉 ~ (合口) 韻図五段目 左
I人

この韻類の音節iこは，流嵐音はー覆類 lーのみに限られる G

E類の反切下字をもっ文字は， u文海J では平声韻 2字〈と上声韻一字)の

みで，韻図三段昌舌頭音の梓に記入される文字蒜 (No

7192では蒸)は， u司むにも弐制にも登録され

麦~
1lt";見 平e

，u
 

p』

可

n
62LV 

11奈 sε2 (平〉 ていない O しかし，韻図三段目は，反切下字E類をもっ

民福
文字の列と考えられるから，その文字は tε2を表記した

後代のものであろうと誰定できる C

?文海』の小韻のたて方は，薪坂『毘音Jのノj¥類と合致し， I日坂『同音Jと

sε2 (上)

合わないことは，今までにも考察した O この平声33韻・上声30韻に関しては，

!日坂の重唇音 119小類と喉音10小類， そして流風吾 65/1¥類に， u同音Jの小類

のたて方に， I日坂と新版の聞でかなりの異動が認められる O

重唇音 119類
『

!日寂 F同音J 結1) ~t， 官花 者支
平33 上30 平33 平33

新坂 F同音J EZj。ZL 民花 宅支
独字 独字

『文海J
ー弛オ・ 1た E花 者支結I}

3虫 5虫 2字小部
平33 上30 平33

反切下字合口 反切下字関口
部 bWe mbWε 江le

4字一類

独字と 2字一類

したがって， I日坂『同音Jでは mbwε と mε を同じ小類に同居させていたこ

とに7よる O

;侯音小類 10

旧坂『同吾J 表Ei誤 紙条透包 6字一類
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新版『同音J
ーa..L.ー~

i陪? ?雲と 。 ~1HL 銭 。鐘芭 2字づっ三類

、ー一一ーー、...r--- 、ー一ーへrーーーー/ 』一ーーー、f一ーーー'

『文海J]r文海宝韻Ji浜 支乙。 劣抗議 。須芭
平33C合口〉

、ーーーー、、~

上30C合口) 平33C合口)

乙の 2字三類の音形式は，いずれも [?w己であったが， u文海』における小

韻のたて方は，それ与の声調の相違を反映して三類に弁別したのではないかと

考えられる O

務 :銅L 三重
官官ε〈平声) ?We (上声〉 日 ε〈平去声)

韻留でiま，はじめの文字のみ喉音合口韻の位置に記入されている O

流風音類小類 65

!日夜「同吾J
苛十4・

1窮

引nt

新坂『同音』 2第
ーニz-

J写I~

豹之

手伝

Jft 

務

新 子花 ゴた 手じ Mll 

そ奇 和 12字一類

すた 市It 子乙 3花 §字一類と

f申ニz示- 。 え22it.L ?ko 
2字一類

~n~ 

f文海J]r文 海 宝 開 花
-iv毒十43h 子花 ;t~ 1ヨ花 ゴ乙 三記寂

平33
1虫

*1有じ
、一一一ーへ

平33

』 ， ~ 
上30

す花

『文海j Cu文海宝韻JDノト韻のたて方の根拠はやはり声調の違いにあって，平

声，上声，平去声の対立を反挟しているものと推定できる O

~Iñi乙
iε(平声〉

-'riチ

2存3
iε(上声)

-tfチ、

治之
lε 〈平去声〉

韻図でほ，平声の 1ε のみが記入されている G

牙音類鼻音ザーと連続する合口韻は上声韻に摂ちれる O 233rε 〈上)く和合

一的ー



それはずε

この単(cf. p. 78， p. 90) 0 

する，会う>0r掌中珠Jで，その文字は漢字宣会で表音されるが，

の実際の発音 [IJyeJの表記を意図したものであろう

漢語かちの古い器用語であったかも知れない G

「文海雑類Jに平声33韻の反切下字をもっ文字が一字ある O

語は，

く病気〉(平33類関口〉ーヲエ~~gメ乙五五~t 
この文字には ndzε を再構成できる Oこの反切かG，

ζ の韻母にiま舌上平声33韻・上声30韻の韻母と声母の連続関係を表示する G

音および正禽音と連続する苦節がなかったことがわかる O
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つぎのようになる O筆者の再構成形式にしたがって書き改めると，韻図34を，

p曹 ε

問。tr2 

iε 

O 

tsε 

O 

O 
lwε 

O 

tr 

t曹 ε

O 

O 

X乞(平声33部代表字)

xe (上声30相代表字)

ハ
υ

nr'-
P
O
 

O
 

N
 

〉

可

〉

f

k

b

h

f

¥

 

。内
C

日甫在]

筆者ほ，本高法(2)の文献において書いたように， kh-th-ph-tsh-sーなどの二系列は highregister 

と lowregisterを代表していて，後者が平去声C語植をとったものと考えている。そり系列ば，古い有

声初頭音が無声〈出気)音化した形で，以前の無声音と有声音の対立が消夫した代議としてこの声調が

あちわれたのであろう。しかし， mb-nd-1)gーなどを初頭音とする音節では， たとえば友定子音の消

失など別む要因の可能性を想定しなければなちないo r文海』が編纂された時代には，平去声(ま，平声

と上声に対立した独立の調類としては把握されなかったが，実質上は各部類内部の!Niflの設定において

弁明されたものと考えたい。しかし，この問題はなお検芯する必要がある。
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